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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

国
連
本
部
の
日
本
庭
園
で
９

日
午
前
、
戦
後
日
本
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
「
平
和
の
鐘
」
が
鳴
り

響
い
た
。
毎
年
国
際
平
和
デ
ー

を
前
に
国
連
総
会
に
合
わ
せ
て

こ
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
が
慣
わ
し

と
な
っ
て
い
る
。
当
日
は
こ
の

鐘
を
１
９
５
４
年
に
寄
贈
し
た

日
本
人
、
愛
媛
県
の
中
川
千
代

治
さ
ん
（
故
人
）
の
娘
、
高
瀬

聖
子
さ
ん
（
78
）
が
来
米
し
、

グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
、
山
﨑

和
之
大
使
夫
妻
ら
と
も
に
式
典

に
参
列
し
た
。国
連
創
設
80
年
、

日
本
が
国
連
に
加
盟
し
て
70
年

の
節
目
の
年
、
そ
し
て
グ
テ
ー

レ
ス
事
務
総
長
に
と
っ
て
は
最

後
の
平
和
の
鐘
の
式
典
と
な
っ

た
。「
分
断
さ
れ
た
世
界
は
今

な
お
続
い
て
い
る
が
、
我
々
は

こ
う
し
て
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。
世
界
平
和
の

た
め
に
い
ま
す
ぐ
行
動
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
１

回
大
き
く
鐘
を
つ
い
た
。
式
典

に
は
コ
ー
ト
ニ
ー
・
ラ
ト
レ
ー

国
連
事
務
総
長
室
官
房
長
、
コ

リ
ル
ル
・
ラ
ー
マ
ン
第
81
会
期

国
連
総
会
議
長
、ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
、

メ
リ
ッ
サ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
・
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
担
当
国
連
事
務
次
長
が
国

連
側
か
ら
参
列
し
、
平
和
の
鐘

が
あ
る
国
連
本
部
正
面
の
日
本

庭
園
を
設
計
し
た
ボ
ス
ト
ン
在

住
の
阿
部
紳
一
郎
氏
が
高
瀬
さ

ん
と
共
に
参
列
し
た
。

　

式
典
で
は
、
垂
水
バ
イ
オ
リ

ン
の
流
麗
な
調
べ
が
流
れ
る

中
、
国
連
職
員
ら
も
見
守
り
、

高
瀬
さ
ん
が
グ
テ
ー
レ
ス
事
務

総
長
と
手
を
添
え
て
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
す
場
面
も
あ
っ
た
。

　

日
本
で
国
連
平
和
の
鐘
を
守

る
会
の
代
表
を
し
て
い
る
高
瀬

さ
ん
は
「
平
和
と
い
う
も
の
を

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
立
場
で
語
る

の
で
は
な
く
、
個
人
の
立
場
で

考
え
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
平
和
の
鐘
を
世
界
各

国
の
コ
イ
ン
を
溶
か
し
て
作
っ

た
父
の
国
際
平
和
へ
の
想
い
や

遺
志
を
、
親
族
の
立
場
か
ら
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
継
承
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

国
連
本
部
地
下
１
階
に
あ
る

書
店
、「
国
連
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
」

で
は
、
高
瀬
さ
ん
原
案
の
絵
本

『
コ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
平
和
の
鐘
』

（
日
米
対
訳
）
が
売
ら
れ
て
い

る
。

国
連
に
響
く

平
和
の
鐘

分
断
の
世
界
に
警
鐘
鳴
ら
す

グテーレス事務総長（中央）の右隣に山﨑国連大使夫妻、高瀬さん、左端に阿部さん。（UNPhoto　Mark Garten）

グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
の
リ
ー
ド
で
鐘
を
鳴
ら
す
高
瀬
さ
ん

　

米
国
市
民
と
永
住
者
以
外

は
、
米
国
の
国
勢
調
査
の
統
計

上
の
数
字
か
ら
抹
消
さ
れ
る
可

能
性
が
出
て
き
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
９
月
９

日
、
２
０
３
０
年
の
国
勢
調
査

（
セ
ン
サ
ス
）
で
、永
住
権
（
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
）
を
持
た
な
い

外
国
人
を
連
邦
議
会
の
議
席
配

分
に
使
う
人
口
か
ら
除
外
す
る

と
と
も
に
、
人
種
・
民
族
に
関

す
る
質
問
を
廃
止
す
る
規
則
案

を
発
表
し
た
。

　

米
国
の
国
勢
調
査
は
10
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
、
下
院
議
席
の

州
別
配
分
や
選
挙
区
の
区
割

り
、
連
邦
政
府
に
よ
る
資
金
配

分
な
ど
の
基
礎
と
な
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
移
民
資
格
に
か
か
わ

ら
ず
米
国
内
に
通
常
居
住
す
る

人
を
原
則
と
し
て
人
口
に
含
め

て
き
た
。

　

新
た
な
規
則
案
で
は
、
米
国

市
民
と
永
住
権
保
持
者
は
人
口

に
含
め
る
一
方
、
不
法
移
民
だ

け
で
な
く
、
学
生
・
就
労
ビ
ザ

な
ど
で
合
法
的
に
滞
在
し
て
い

て
も
永
住
権
を
持
た
な
い
外
国

人
は
議
席
配
分
用
の
人
口
か
ら

除
外
す
る
。
移
民
人
口
の
多
い

州
や
都
市
で
は
、
議
席
数
や
連

邦
補
助
金
に
影
響
が
出
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
人
種
・
民
族
と
性

的
指
向
に
つ
い
て
、
10
年
ご
と

の
国
勢
調
査
の
人
口
調
査
票
で

は
質
問
し
な
い
方
針
を
示
し

た
。
政
権
側
は
、
回
答
者
の
負

担
や
個
人
情
報
流
出
の
危
険
を

減
ら
す
た
め
と
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
人
種
差
別

や
社
会
格
差
を
把
握
し
、
公
民

権
政
策
を
立
案
す
る
際
に
も
使

わ
れ
て
き
た
。
な
お
、
国
勢
調

査
と
は
別
に
国
勢
調
査
局
が
毎

年
実
施
し
て
い
る
標
本
調
査

「
米
地
域
社
会
調
査（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）」

で
な
ど
、
別
の
調
査
で
人
種
な

ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は

禁
止
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
国
勢
調
査
で
は
、

市
民
権
や
在
留
資
格
に
か
か
わ

ら
ず
、
米
国
を
通
常
の
居
住
地

と
す
る
人
を
人
口
に
算
入
し
て

お
り
、不
法
滞
在
者
や
留
学
生
、

就
労
ビ
ザ
保
持
者
な
ど
も
含
ま

れ
て
き
た
。

　

一
方
、
観
光
客
や
短
期
出
張

者
な
ど
一
時
的
な
訪
問
者
は
対

象
外
だ
っ
た
。

　

憲
法
修
正
14
条
は
下
院
議
席

の
配
分
に
つ
い
て
各
州
の
「
全

人
口
」
を
数
え
る
と
定
め
て
い

る
。国
勢
調
査
局
は
こ
れ
ま
で
、

市
民
権
や
在
留
資
格
に
か
か
わ

ら
ず
米
国
を
通
常
の
居
住
地
と

す
る
人
を
人
口
に
含
め
て
き
た

こ
と
か
ら
、
規
則
案
は
今
後
、

法
廷
で
争
わ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
セ
ン
サ
ス
の
基
本
質
問
事

項
に
は
、
ア
ジ
ア
系
か
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系
か
と
い
う
人
種
的
背

景
を
問
う
項
目
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
米
国
全
土
、
ど
の
地

方
地
域
に
ど
の
よ
う
な
エ
ス
ニ

ッ
ク
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い

る
か
な
ど
学
術
的
、
社
会
的
側

面
を
論
理
的
に
支
え
る
役
割
を

果
た
し
て
き
た
の
も
事
実
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
Ｎ
Ｙ
州
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
司
法
長
官
は
、
提
訴

を
含
む
法
的
措
置
を
検
討
し
て

い
る
と
表
明
し
て
い
る
。

国
勢
調
査
で
一
部
移
民
除
外

人
種
・
民
族
の
質
問
も
削
除
案

トランプ政権

　

２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
米

同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
25
年
が
経

過
す
る
中
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ

ー
（
Ｗ
Ｔ
Ｃ
）
周
辺
で
有
毒
な

粉
じ
ん
や
煙
に
さ
ら
さ
れ
、
そ

の
後
、
関
連
疾
患
で
死
亡
し
た

人
が
、
テ
ロ
当
日
の
全
犠
牲
者

２
９
７
７
人
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

マ
ム
ダ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
長
は
９
月
８
日
、
９
・
11
関

連
疾
患
に
よ
る
死
者
が
当
日
の

犠
牲
者
数
を
上
回
っ
た
と
述
べ

た
。
テ
ロ
後
、
ロ
ウ
ア
ー
・
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
救
助
・
復
旧
作

業
な
ど
に
従
事
し
た
人
や
周
辺

住
民
の
間
で
は
、
肺
が
ん
や
血

液
が
ん
、
心
疾
患
、
呼
吸
器
疾

患
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
９
・
11

関
連
疾
患
死
者
は
９
４
０
０
人

を
超
え
た
と
報
じ
て
い
る
。

９
・
11
関
連
疾
患
の
死
者

当
日
の
犠
牲
者
上
回
る

https://toddaccounting.com/
mailto:amnet@amnet-usa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
が
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
「
日
本
三
大
盆
踊
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
す
る
。

秋
田
の
西
馬
音
内
盆
踊
り
、
岐

阜
の
郡
上
お
ど
り
、
徳
島
の
阿

波
踊
り
を
取
り
上
げ
、
初
心
者

に
も
分
か
り
や
す
く
踊
り
方
を

紹
介
す
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
９
月
27

日
と
10
月
11
日
（
日
）、
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で
日
本
語
で

開
催
。
さ
ら
に
10
月
25
日
と
11

月
８
日
（
日
）
は
、
同
時
間
帯

に
英
語
で
実
施
す
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
支
援
に
よ
る
無
料
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
日

本
の
伝
統
文
化
を
身
近
に
体
験

で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
参
照
。

日
本
語
と
英
語
で
盆
踊
り
講
習
会

Ｊ
Ｐ
Ａ
が
９
月
27
日
と
10
月
11
日

　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
＆
ア
ル
ス
タ
ー

鉄
道
は
今
秋
、
２
０
１
９
年
以

降
で
初
め
て
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
山

脈
の
紅
葉
を
眺
め
る
観
光
列
車

を
運
行
し
て
い
る
。
同
路
線
で

は
昨
年
ア
ー
ク
ビ
ル
駅
か
ら
フ

ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
駅
で
走
行
が
復

活
し
、
新
た
に
約
１
万
本
の
枕

木
を
設
置
し
て
ア
ー
ク
ビ
ル
駅

か
ら
ハ
ル
コ
ッ
ツ
ビ
ル
駅
が
今

年
開
通
し
た
。
同
鉄
道
は
「
キ

ャ
ッ
ツ
キ
ル
山
脈
ま
で
の
唯
一

の
全
鉄
道
ル
ー
ト
」
と
し
て

１
８
７
５
年
に
創
設
し
、
Ｎ
Ｙ

市
か
ら
の
観
光
客
だ
け
で
な
く

デ
ラ
ウ
ェ
ア
郡
産
の
乳
製
品

や
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
歩
道
舗

装
用
の
石
材
を
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル

か
ら
輸
送
し
た
。

　

ア
ー
ク
ビ
ル
駅
発
の
往
復
45

分
間
の
乗
車
で
は
、
デ
ラ
ウ
ェ

ア
川
の
東
支
流
に
沿
っ
て
森
林

に
覆
わ
れ
た
山
腹
を
渡
り
、
畑

地
を
走
り
、
運
が
良
け
れ
ば
ハ

ク
ト
ウ
ワ
シ
や
オ
ジ
ロ
ジ
カ
に

遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
。
車
両

は
、
木
製
ベ
ン
チ
の
オ
ー
プ
ン

エ
ア
車
両
、
大
開
口
窓
の
屋
根

付
車
両
、
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
風
の
内
装
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
性

の
あ
る
座
席
付
の
プ
レ
ミ
ア
ム

客
車
が
あ
る
。
運
行
は
10
月
31

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
、
午
前
10

時
30
分
、
午
後
12
時
15
分
、
２

時
、
３
時
45
分
ア
ー
ク
ビ
ル
駅

発
。
一
般
乗
車
料
金
は
大
人
23

ド
ル
、
シ
ニ
ア
20
ド
ル
、
子
ど

も
18
ド
ル
、
プ
レ
ミ
ア
ム
客
車

は
25
〜
30
ド
ル
。
ア
ー
ク
ビ
ル

駅
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
テ

ー
ト
・
ス
ル
ー
ウ
エ
ー
道
路
の

キ
ン
グ
ス
ト
ン
出
口
か
ら
東
に

車
で
約
１
時
間
の
場
所
に
あ

り
、
同
鉄
道
は
出
発
時
間
の
30

分
前
に
は
到
着
、
事
前
の
チ
ケ

ッ
ト
予
約
を
推
奨
し
て
い
る
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
はhttps:// 

durr.org

を
参
照
す
る
。

キャッツキル山脈を
巡る紅葉列車
毎週土曜に運行

ジャパン・パフォーミング・アーツ公式サイト
https://jpa-newyork.org/big-three-bon-odori-workshop/

秋田県の西馬音内盆踊り

憧
れ
は
、
時
を
超
え
て

今
思
え
ば
、

私
が
装
う
こ
と
の
美
し
さ
を
意

識
し
た
の
は
、

子
供
の
頃
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

親
戚
が
京
都
の
鴨
川
沿
い
で
旅

館
を
営
ん
で
い
て
、

私
は
よ
く
そ
こ
へ
遊
び
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

お
座
敷
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
舞
妓

さ
ん
は
、

幼
い
私
に
は
、
ま
る
で
お
姫
様

ク
チ
ュ
ー
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

私
は
そ
の
手
仕
事
を
、

そ
ば
で
じ
っ
と
眺
め
て
い
ま
し

た
。

今
、
私
は
洋
の
素
材
だ
け
で
な

く
、

日
本
の
布
や
意
匠
を
取
り
入
れ

て
、

ド
レ
ス
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

な
ぜ
惹
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
る
と
、

あ
の
日
見
つ
め
て
い
た
美
し
さ

や
憧
れ
は
、

今
も
私
の
中
に
、

静
か
に
息
づ
い
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

美
し
さ
と
の
出
会
い
は
、

時
を
超
え
て
、

人
生
の
ど
こ
か
に
現
れ
る
。

私
に
と
っ
て
着
物
は
、

そ
ん
な
記
憶
を
纏
っ
た
、
特
別

な
存
在
で
す
。

〈Mee 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

「
人
の
美
し
さ
に
、
服
を
合
わ

せ
る
。」
を
理
念
に
、
体
型
や

個
性
に
寄
り
添
う
服
を
デ
ザ
イ

ン
。国
内
外
で
作
品
を
発
表
し
、

教
育
機
関
で
も
講
師
を
務
め
、

装
い
の
力
を
伝
え
て
い
る
。

の
よ
う
。

美
し
い
着
物
、
髪
飾
り
、
立
ち

居
振
る
舞
い
。

憧
れ
を
も
っ
て
眺
め
て
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
忘
れ
ら
れ
な
い

風
景
が
あ
り
ま
す
。

祖
母
が
自
分
の
留
袖
に
、

金
の
糸
で
刺
繍
を
加
え
て
い
た

姿
で
す
。

着
物
の
柄
に
、
ひ
と
針
、
ひ
と

針
。

〈第2回〉

Mee

https://kj-artist.jp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfMW5Y_X42VlJLkn3UWKbHY24s4xb6rhBveJ3_Jam87TXIpuw/viewform
https://www.samuraipapabk.com/
https://durr.org
https://durr.org
https://durr.org
https://jpa-newyork.org/big-three-bon-odori-workshop/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
江
千

里
の
最
新
傑
作
ア
ル
バ
ム

『HOMEW
ORK

』
は
、
彼
自

身
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
サ
バ

イ
バ
ル
」
を
体
現
す
る
、
究
極

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
だ
。
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ア
パ
ー
ト
の
リ
ビ
ン

グ
で
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
い
作

っ
た
試
作
を
、
ベ
ー
シ
ス
ト
の

マ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
ヒ
ー
シ
ー
、

ド
ラ
マ
ー
の
ロ
ス
・
ペ
ダ
ー
ソ

ン
と
共
に「
デ
ジ
タ
ル
」と「
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
を
高
電
圧

で
融
合
さ
せ
た
、
刺
激
的
な
一

枚
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　
「
映
像
を
伴
わ
な
い
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
」
と
も
評
さ
れ
る

こ
の
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
大
江

自
身
は
こ
う
語
る
。「
僕
に
と

っ
て
３
年
ぶ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ル
バ
ム
と
な
り
ま
す
。
前
回

が”Class Of ’88"

で
内
容
は

「Pop Meets Jazz

」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。
あ
れ
か

ら
森
山
良
子
さ
ん
と
「Life Is 

Beautiful

」
を
作
り
、
こ
の
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
新
し
い
ア
パ
ー

ト
で
音
楽
を
作
る
の
は
板
に
つ

い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
新
作

は
全
く
別
物
の
感
覚
で
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
数
年
前
か
ら
ぼ

ん
や
り
あ
っ
た
」
そ
う
だ
。

　
「
ふ
た
つ
の
宿
題
」
を
80
年

代
に
描
い
た
大
江
が
「
宿
題
は

い
ま
も
わ
か
ら
な
い
」
と
探

し
も
が
く
様
を
「
実
験
室
＝

Lab

」
の
ド
ラ
マ
と
い
う
物
語

に
し
て
、「
映
像
の
な
い
シ
ネ

マ
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
」
へ

と
昇
華
さ
せ
た
の
が
今
回
の
ア

ル
バ
ム
。

　

今
、
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
の

80
年
代
頃
の
シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
が

巷
で
人
気
と
な
っ
て
い
る
が
、

い
わ
ば
80
年
代
、
90
年
代
に
日

本
のCITY POP

を
牽
引
し
て

い
た
ま
さ
に
そ
の
時
代
の
本
家

本
元
の
出
番
と
も
な
る
が
、
そ

こ
ら
辺
に
つ
い
て
聞
く
と
「
日

本
で
活
躍
し
て
た
当
時
を
振
り

返
る
と
僕
はEpic Sony

の
色

が
強
く
、
純
粋CITY POP

と

は
少
し
毛
色
が
違
う
の
で
す

が
、
日
本
人
が
西
洋
の
音
楽

を
自
分
流
の
解
釈
で
仕
上
げ

た
作
品
を
今
こ
う
し
てCITY 

POP

と
し
て
逆
輸
入
す
る
っ

て
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
な
と

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
回
の

HOMEW
ORK

は
３
年
ぶ
り

の
ア
ル
バ
ム
で
「
人
生
の
宿
題

の
答
え
合
わ
せ
＝
大
江
の
音
楽

工
房
で
の
葛
藤
」
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
ま
す
。
ア
ル
バ
ム
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
に
も
あ
る

よ
う
に
僕
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

デ
ジ
タ
ル
で
作
っ
た
「
ひ
と
り

ジ
ャ
ズ
」
をThen Bunker

Studio

に
持
ち
込
ん
で
今
回
の

バ
ー
ド
ラ
ン
ド
で
も
共
演
す
る

ト
リ
オ
と
共
に「
生
音
に
変
換
」

し
た
ア
ル
バ
ム
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
両
方

が
共
存
す
る
実
験
色
の
強
い
ア

ル
バ
ム
で
そ
の
サ
ウ
ン
ド
は
ま

さ
に
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
ベ
ー
ス
に
し

たCITY POP

と
も
言
え
る
作

品
集
で
す
ね
。
会
場
で
お
会
い

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
、
本
紙
読
者
に
熱
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
た
。 （
三
浦
）

大
江
千
里
ト
リ
オ

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ベ
ー
ス
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ  

Ｐ
Ｏ
Ｐ

HOMEWORK
BIRDLAND THEATER
OCT 30 & 31

◆ SENRI OE TRIO 
at BIRDLAND THEATER
Fri, Oct 30 
  7:00 PM (Doors: 5:30 PM)
  9:30PM   (Doors: 9:00 PM)
Sat, Oct 31 
  7:00 PM (Doors: 5:30 PM)
 9:30 PM (Doors: 9:00 PM)
 BUY Tickets:
https://www.birdlandjazz.com/
tm-event/senri-oe-trio/

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

mailto:kyujin-accounting@ny.mofa.go.jp
https://sobaya.square.site/
https://japanphilly.org/
https://hinomaru-limo.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.startsnewyork.com
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/senri-oe-trio/
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第
2
回
は
「
為
替
差
益
」
で

す
。
最
近
差
益
に
関
す
る
注
目

の
裁
判
が
日
本
の
最
高
裁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
裁
判
で
は
、
日
本
か
ら

ス
イ
ス
の
投
資
銀
行
へ
送
金
し

た
資
金
を
、
そ
の
後
、
別
の
外

国
通
貨
に
交
換
し
て
運
用
し
た

と
こ
ろ
、
ま
だ
日
本
円
に
戻
し

て
い
な
い
段
階
で
為
替
差
益
が

実
現
し
た
と
し
て
課
税
さ
れ
た

こ
と
が
争
わ
れ
ま
し
た
。
従
来

か
ら
、
外
国
通
貨
同
士
の
交
換

に
つ
い
て
も
、
円
換
算
し
て
為

替
差
損
益
を
認
識
す
る
と
い
う

税
務
上
の
取
扱
い
が
あ
り
、
最

高
裁
も
結
論
と
し
て
こ
れ
を
支

持
し
ま
し
た
。
た
だ
し
興
味
深

い
の
は
、
担
当
裁
判
官
か
ら
現

在
の
制
度
そ
の
も
の
に
疑
問
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

国
際
取
引
が
当
た
り
前
と
な

っ
た
現
在
、
外
国
通
貨
に
よ
る

あ
ら
ゆ
る
取
引
を
そ
の
都
度
円

換
算
し
て
損
益
を
把
握
す
る
こ

と
が
現
実
的
な
の
か
。
ま
た
、

そ
の
課
税
に
つ
い
て
法
律
上
の

根
拠
が
十
分
に
明
確
な
の
か
と

い
う
租
税
法
律
主
義
上
の
問
題

も
指
摘
さ
れ
、
立
法
に
よ
る
抜

本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
実
務
で
は
以
前
か
ら
、

例
え
ば
米
ド
ル
預
金
を
使
っ
て

ハ
ワ
イ
の
不
動
産
を
購
入
し
た

場
合
、
ド
ル
を
取
得
し
た
時
と

不
動
産
を
購
入
し
た
時
の
為
替

レ
ー
ト
の
差
に
よ
っ
て
、
為
替

差
益
が
課
税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
海
外
旅
行
で
の
少
額

な
買
い
物
や
飲
食
に
つ
い
て
は

ど
う
な
の
か
。
少
額
だ
か
ら
問

題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

か
、
消
費
活
動
に
は
別
の
考
え

方
が
あ
る
の
か
、
一
般
の
納
税

者
に
は
非
常
に
分
か
り
に
く
い

と
こ
ろ
で
す
。
実
は
、
米
国
か

ら
日
本
へ
帰
国
す
る
方
か
ら
最

も
多
く
受
け
る
質
問
の
一
つ
も

為
替
差
益
で
す
。「
米
国
で
20

年
間
働
き
、
ド
ル
で
受
け
取
っ

た
給
与
を
ド
ル
預
金
と
し
て
貯

め
て
き
ま
し
た
。
日
本
へ
帰
国

し
た
後
、
こ
の
ド
ル
を
円
に
換

え
た
ら
為
替
差
益
と
し
て
課
税

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
米

国
で
ド
ル
と
し
て
受
け
取
っ
た

給
与
を
円
に
両
替
し
た
に
す
ぎ

ず
、
一
般
的
な
為
替
差
益
の
課

税
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
が
国
税
当
局
の
考
え
方
で

米
国
で
運
用
し
た
ド
ル
預
金
を

帰
国
後
に
円
転
し
た
ら
？

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学

盛
大
に
式
典
を
開
催

内藤克
（ないとう・かつみ）

一般社団法人・日米
帰国支援センター代
表理事・税理士。東
京税理士会麹町支部
所属。ハワイ相続プ
ロジェクト代表。ホノ
ルル商工会議所会員。
著書に『残念な相続』
（日経プレミアシリー
ズ）累計５万部ベスト
セラー。問い合わせは
「週刊 NY生活を見た」
と記載し、Eメール：
n a i t o @ s - a r c . c o m
まで。

す
。
も
ち
ろ
ん
米
国
出
国
前
に

円
転
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
長
年
築
い
て
き
た
資
産
を

す
べ
て
円
に
換
え
る
こ
と
は
、

資
産
運
用
の
面
か
ら
も
現
実
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日

本
帰
国
後
に
米
国
か
ら
ド
ル
で

配
当
金
を
受
け
取
っ
た
場
合

は
、
受
取
時
の
為
替
レ
ー
ト
で

円
換
算
し
た
金
額
が
配
当
所
得

と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点

で
為
替
差
益
を
別
途
把
握
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
外
生

活
が
長
い
方
に
と
っ
て
、
ド
ル

は
単
な
る
「
投
資
用
の
外
貨
」

で
は
な
く
、給
与
を
受
け
取
り
、

生
活
し
、
資
産
を
築
い
て
き
た

生
活
通
貨
で
す
。
国
境
を
越
え

た
資
産
保
有
が
当
た
り
前
に
な

っ
た
現
在
、
一
般
の
納
税
者
に

も
分
か
り
や
す
く
、
実
務
に
も

即
し
た
為
替
差
益
課
税
の
ル
ー

ル
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
が
独
立
す
る
以
前

の
１
７
６
６
年
11
月
に
創
設
さ

れ
、
全
米
の
大
学
で
８
番
目
に

古
い
歴
史
を
持
つ
、
ラ
ト
ガ
ー

ス
Ｎ
Ｊ
州
立
大
学
。
同
大
学

は
、
日
本
か
ら
初
め
て
の
官
費

留
学
生
と
し
て
、
江
戸
時
代
の

末
期
で
あ
る
１
８
６
７
年
に
越

前
福
井
藩
士
だ
っ
た
日
下
部
太

郎
が
入
学
し
た
大
学
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。
卒
業
直
前
に

結
核
で
現
地
で
亡
く
な
っ
た
日

下
部
と
も
親
交
が
あ
り
、
同
大

卒
業
後
に
日
下
部
の
故
郷
で
あ

る
福
井
と
東
京
で
教
鞭
を
取
り

な
が
ら
「
皇
国
ーMikado's 

Empire

」
を
出
版
し
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ

フ
ィ
ス
の
同
著
出
版
１
５
０
年

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
語
学
セ
ン
タ
ー
は
、

９
月
29
日
か
ら
初
級
ク
ラ
ス
、

10
月
１
日
か
ら
中
級
と
中
上
級

／
上
級
ク
ラ
ス
の
「
英
会
話
教

室
」
を
開
講
す
る
。
日
本
人
学

習
者
向
け
に
構
成
さ
れ
た
毎
回

好
評
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
ベ
テ
ラ
ン
講

師
・
グ
レ
ッ
グ
先
生
が
、
対
面

形
式
な
ら
で
は
の
実
践
的
で
ユ

ニ
ー
ク
な
授
業
を
担
当
す
る
。

　

初
級
は
29
日
〜
12
月
８

日　

午
前
10
時
か
ら
11
時
45

分
、
中
級
が
10
月
１
日
〜
12
月

日本との友好150年

2

と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
昭
和
天
皇

か
ら
旭
日
章
を
授
与
さ
れ
て

１
０
０
年
と
な
っ
た
こ
と
を
記

念
し
、
９
月
12
日
、
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
学
は
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
校
構
内
に
あ
る
カ
ー
ク

パ
ト
リ
ッ
ク
礼
拝
堂
で
日
本
と

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
の
１
５
０
年
に

及
ぶ
友
好
を
祝
う
式
典
を
開
催

し
た
。

　

式
典
は
、
本
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
た
同
大
学
ア
ジ
ア
言
語
文

化
学
科
の
若
林
晴
子
准
教
授
の

司
会
進
行
で
行
わ
れ
た
。
は
じ

め
に
、
日
下
部
ら
明
治
時
代
初

期
に
志
半
ば
で
同
地
で
亡
く
な

っ
た
日
本
人
留
学
生
た
ち
を
偲

び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
教
会
カ

ー
ト
・
ラ
イ
住
職
に
よ
る
経
文

が
唱
え
ら
れ
た
。
次
に
、
フ
ラ

ン
シ
ー
ン
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
学
長

が
挨
拶
。
そ
し
て
、
同
大
学
が

あ
る
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ

ク
市
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｍ
・
ケ

イ
ヒ
ル
市
長
が
、
日
下
部
と
グ

リ
フ
ィ
ス
の
友
情
に
端
を
発
し

福
井
市
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
市
が
友
好
関
係
を
築

き
、
近
年
に
は
正
式
に
姉
妹
都

市
提
携
も
結
ん
で
様
々
な
人
的

交
流
も
実
際
に
行
う
こ
と
が
で

き
て
い
る
、
と
ス
ピ
ー
チ
し

た
。
次
に
、
自
身
も
同
大
学
の

卒
業
生
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

総
領
事
の
片
平
聡
大
使
が
挨
拶

し
た
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
功
績
を
振
り

返
る
第
二
部
で
は
、
短
期
の
交

換
留
学
で
同
大
で
学
ん
で
い
る

福
井
大
学
の
生
徒
た
ち
と
若
林

准
教
授
の
生
徒
た
ち
が
共
同
で

進
め
て
い
た
グ
リ
フ
ィ
ス
に
つ

い
て
の
研
究
を
発
表
し
た
。
ま

た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
子
孫
で
あ

る
キ
ャ
ス
リ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
さ

ん
も
先
祖
の
功
績
を
語
っ
た
。

　

第
三
部
で
は
、
福
井
出
身
の

滝
波
宏
文
参
議
院
議
員
と
荒
木

一
男
福
井
市
副
市
長
ら
が
、
福

井
市
と
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
今

も
続
く
関
係
と
様
々
な
人
的
交

流
に
つ
い
て
語
り
、
実
際
に
今

年
同
大
を
卒
業
し
現
在
福
井
文

化
交
流
大
使
と
し
て
日
本
で
活

動
し
て
い
る
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
サ

ー
ス
ト
ン
さ
ん
か
ら
も
活
動
報

告
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
福
井
か
ら

来
米
し
た
一
行
と
、
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
学
の
学
生
や
来
賓
客
ら
が

交
流
会
を
行
っ
た
。

　
（
本
紙
・
久
松
茂
、
写
真
も
）

日本人対象の英会話教室
ジャパン・ソサエティー

10
日　

正
午
か
ら
午
後
１
時
45

分
、
中
上
／
上
級
が
10
月
１
日

〜
12
月
10
日
午
後
６
時
15
分
か

ら
8
時
ま
で
。
会
場
：
Ｊ
Ｓ

内
語
学
セ
ン
タ
ー
（
東
47
丁

目
３
３
３
番
地
）
に
て
。
費

用
（
10
回
）
は
一
般
３
４
０

ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
３
０
０
ド

ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルlanguage@

japansociety.org

ま

で
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

japansociety.org/language-
center/esl/

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
片
平
大
使

コ
ン
ウ
ェ
イ
学
長

若
林
准
教
授

グ
リ
フ
ィ
ス
と
も
所
縁
の
あ
る
今
回
の
会
場
と
な
っ
た
礼
拝
堂

合同研究を発表した福井大学の交換留学生と若林准教授の学生たち

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com


（5）　　 ［社　会］ 2026 年（令和 8 年）9 月 19 日（土）

　

25
年
前
の
米
同
時
多
発
テ
ロ

で
息
子
を
亡
く
し
た
住
山
一
貞

（
か
ず
さ
だ
）
さ
ん
（
89
）
が

11
日
、
妻
の
マ
リ
さ
ん
（
86
）

と
と
も
に
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
爆
心
地
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゼ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
追
悼
式
典

に
出
席
し
た
。
９
日
午
前
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

長
男
の
陽
一
さ
ん
は
当
時
、

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｔ

Ｃ
）
南
棟
に
支
店
が
あ
っ
た
富

士
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
勤

務
。
日
本
人
駐
在
員
12
人
と
現

地
ス
タ
ッ
フ
11
人
が
犠
牲
と
な

っ
た
。「
１
階
ま
で
避
難
し
た

が
戻
っ
て
大
丈
夫
と
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
し
く
…
。

運
が
悪
か
っ
た
」。
約
半
年
後

に
指
の
小
さ
な
断
片
が
発
見
さ

れ
た
。

　

こ
の
25
年
、
住
山
さ
ん
は
あ

ら
ゆ
る
取
材
に
応
じ
て
き
た
。

誹
謗
中
傷
に
も
耳
を
貸
さ
ず

「
誰
か
が
発
言
し
な
け
れ
ば
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
一

心
で
。
日
本
人
遺
族
会
を
作
り

た
い
と
呼
び
か
け
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
自
称
「
遺
族
会
勝
手
事

務
局
」
の
住
山
さ
ん
は
、
真
実

米
同
時
多
発
テ
ロ
遺
族
の
25
年

住
山
さ
ん
の
検
証
記
録

９
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
博
物
館
で
展
示

を
知
り
た
い
と
５
６
７
ペ
ー
ジ

に
及
ぶ
報
告
書
を
翻
訳
す
る
活

動
に
邁
進
す
る
。
米
議
会
に
よ

る
「
９
・
11
レ
ポ
ー
ト
」
を
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
出

版
、
続
け
て
米
商
務
省
の
米
国

標
準
技
術
研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）

が
発
刊
し
た
報
告
書
も
読
み
、

自
ら
検
証
し
た
『
９
／
11
の
真

実
を
求
め
て
』（
こ
ろ
か
ら
刊
）

を
出
版
し
た
。

　

９
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
＆
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
12
日
に
一
般
公
開

さ
れ
た
25
周
年
記
念
展
で
は
、

住
山
さ
ん
の
翻
訳
作
業
を
紹
介

す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
た
。
原
本
と
日
本
語
版
、
翻

訳
家
の
校
閲
原
稿
、
英
語
と
格

闘
し
た
翻
訳
時
の
相
棒
だ
っ
た

電
子
辞
書
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。　

　

イ
ス
ラ
ム
社
会
に
つ
い
て
理

解
し
よ
う
と
、
つ
い
最
近
ま
で

講
座
に
も
通
っ
た
。「
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
が
平
和
に
な
っ
て
、

陽
一
の
死
も
む
く
わ
れ
た
と
思

っ
た
の
に
…
」
と
、
昨
今
の
国

際
情
勢
を
憂
う
。「
こ
の
９
・

11
の
事
件
は
、
こ
れ
か
ら
の
国

際
社
会
を
考
え
る
上
で
の
原

点
」
だ
と
言
い
、
事
実
を
伝
え

た
い
、
真
実
を
知
り
た
い
と
い

う
思
い
は
今
も
尽
き
な
い
。

　

式
典
参
加
は
、
２
０
２
０
年

の
コ
ロ
ナ
禍
ま
で
は
毎
年
、
そ

の
後
は
23
年
に
続
き
３
年
ぶ

り
。
式
典
主
催
者
か
ら
は
入
場

券
が
送
ら
れ
て
く
る
が
、
渡
航

費
・
宿
泊
費
な
ど
は
自
費
だ
。

歩
行
が
少
し
困
難
だ
が
矍
鑠

（
か
く
し
ゃ
く
）
と
し
た
姿
や

穏
や
か
で
理
路
整
然
と
し
た
語

り
口
は
変
わ
ら
な
い
。
３
年
前

の
本
紙
取
材
で
「
検
視
官
が
遺

体
の
残
り
はEvaporate

（
蒸

発
）
し
た
と
い
う
の
で
す
。
そ

う
で
あ
れ
ば
息
子
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
街
の
空
気
の
中
に
漂

っ
て
い
る
。
行
っ
て
や
ら
ね

ば
」
と
話
し
た
住
山
さ
ん
。
偶

然
に
も
、
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
の

部
屋
の
窓
か
ら
は
「YOICHI 

SUM
IYAM

A SUGIYAM
A

」

と
名
前
が
刻
ま
れ
た
場
所
が
見

下
ろ
せ
た
。

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動をしていま
す。

■ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ
10月3日（土）
会場：JAA（NY日系人会）
49 W 45th St., 5th Floor, NYC
第1時限 1:00pm~2:30pm
山口 里美（一般社団法人 日本リレーションサ
ポート協会 代表理事)
 ~2026年版~最新 ニューヨークで考える日本の
老後・相続対策

第2時限 2:45pm~4:15pm
曽谷 由佳 (おうち薬膳コンサルタント) 
食べ方は、生き方 ~ニューヨークで元気に暮ら
す、二十四節気のおうち薬膳~

・各講師の個別相談有り（申込順で人数制限あ
り）
・参加には必ずEメールで申込が必要

【申込先】NY日系人会  Eメール: info@jaany.org
Tel: 212-840-6942

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

新
聞
記
者
の
１
年
生
は
だ
い

た
い
が
支
局
勤
務
で
そ
の
地
方

の
事
件
事
故
や
裁
判
を
担
当
し

ま
す
。
出
身
が
文
学
部
だ
っ
た

の
で
、
事
件
が
ど
う
捜
査
さ
れ

裁
判
が
ど
う
進
む
の
か
な
ど
、

刑
事
訴
訟
法
や
刑
法
に
つ
い
て

は
普
通
の
人
と
同
じ
く
ら
い
し

か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勢
い

す
ぐ
に
先
輩
記
者
に
質
問
し
て

叱
ら
れ
た
。「
聞
け
ば
な
ん
で

も
わ
か
る
と
思
う
な
。
自
分
で

調
べ
な
き
ゃ
何
に
も
な
ら
ん
」

　

思
え
ば
そ
れ
が
す
べ
て
の
基

本
。
質
問
す
る
に
し
て
も
何
が

わ
か
ら
な
い
の
か
が
わ
か
ら
な

い
と
疑
問
も
浮
か
ば
な
い
。
わ

か
ら
な
い
点
が
わ
か
っ
た
と
し

て
も
次
に
ど
う
調
べ
れ
ば
よ
い

の
か
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
調
べ

よ
う
も
な
い
。
調
べ
た
と
し
て

も
個
別
の
案
件
に
関
し
て
は
既

存
の
文
献
な
ど
に
は
見
当
た
ら

ず
、
専
門
の
人
物
に
当
た
ら
ね

ば
な
ら
な
い
─
─
新
聞
記
者
に

限
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
仕
事
も

そ
う
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
言
え

ば
、
ど
ん
な
勉
強
も
。

　

た
だ
仕
事
と
勉
強
は
違
う
。

勉
強
は
き
っ
と
仕
事
を
す
る
と

き
の
た
め
の
練
習
問
題
で
す
。

い
わ
ば
プ
ー
ル
に
入
る
前
の
準

備
体
操
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
脚

が
攣
っ
た
り
体
調
を
崩
し
た
り

し
て
溺
れ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な

い
か
ら
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ム
ダ
ニ

市
長
が
、
こ
の
９
月
の
新
学
期

か
ら
市
内
60
万
人
の
公
立
小
中

学
生
が
勉
強
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
使

う
こ
と
を
禁
じ
ま
し
た
。
ま
さ

に
「
聞
け
ば
な
ん
で
も
わ
か
る

と
思
う
な
。
自
分
で
調
べ
な
き

ゃ
何
に
も
な
ら
ん
」
で
す
。

　

一
方
で
高
校
生
に
は
ま
す
ま

す
Ａ
Ｉ
化
す
る
世
界
に
対
応
す

る
た
め
に
「
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー

講
座
」
を
設
け
、「
Ａ
Ｉ
依
存

の
前
に
、
Ａ
Ｉ
に
関
し
て
批
判

的
に
考
え
ら
れ
る
」
機
会
も
与

え
る
そ
う
で
す
。

　

対
し
て
日
本
で
は
文
科
省
が

「
教
育
現
場
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
適

切
か
つ
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
」
と
い
う
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
生
徒
に
丸
投
げ
し
て
Ａ
Ｉ

を
勝
手
に
使
わ
せ
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
「
自
分
の
考
え

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
壁
打
ち
相

手
」
と
し
て
の
道
具
と
の
位
置

付
け
で
す
が
、
一
律
ブ
ロ
ッ
ク

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
は
立
ち
位

置
が
違
う
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

教
育
現
場
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
利

用
の
弊
害
は
す
で
に
多
方
面
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
実
際
の
思
考
で
は

誤
る
こ
と
、
失
敗
す
る
こ
と
が

大
き
な
反
省
や
学
び
と
な
っ
て

思
考
の
転
換
や
別
次
元
の
発
想

を
も
た
ら
し
た
り
し
ま
す
。
何

よ
り
自
分
で
考
え
抜
い
て
苦
労

し
て
得
ら
れ
る
答
え
は
か
な
り

楽
し
い
。
間
違
っ
て
い
て
も
悔

し
さ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与

え
て
く
れ
る
。

　

対
し
て
Ａ
Ｉ
は
、
そ
の
回
答

自
体
に
も
誤
り
や
デ
ッ
チ
上
げ

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
反
省

や
悔
し
さ
に
結
び
つ
く
と
い
う

よ
り
も
Ａ
Ｉ
へ
の
責
任
転
嫁
と

な
っ
て
自
身
の
学
び
と
は
違
う

と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
う
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
に
何
よ
り
「
正

解
」
に
一
直
線
に
向
か
う
こ
と

で
、
紆
余
曲
折
や
試
行
錯
誤
、

思
索
の
遊
び
と
い
っ
た
想
定
外

の
楽
し
み
が
薄
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
？

　

そ
う
、
コ
ス
パ
、
タ
イ
パ
と

い
っ
た
効
率
一
筋
の
生
き
方
と

は
違
う
大
切
な
何
か
が
そ
こ
に

は
な
い
─
─
友
情
と
か
恋
愛
と

か
敬
意
と
か
、
効
率
と
は
無
縁

の
、
そ
れ
が
ど
う
役
に
立
つ
か

も
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
時
に
は

無
駄
に
思
わ
れ
る
バ
カ
み
た
い

な
も
の
こ
そ
が
、
実
は
若
さ
の

醍
醐
味
な
の
で
す
か
ら
。

　

お
ま
け
に
、「
テ
ッ
ク
業
界

は
『
早
期
か
ら
の
Ａ
Ｉ
教
育
は

「
正
解
」
へ
の
道
の
り

不
可
欠
』
と
主
張
し
て
い
ま
す

が
、
マ
ム
ダ
ニ
市
長
は
『
利
益

を
得
る
企
業
が
資
金
提
供
し
た

研
究
を
除
け
ば
、
小
中
学
生
に

Ａ
Ｉ
が
有
益
で
あ
る
と
示
す
明

確
な
研
究
デ
ー
タ
（
エ
ビ
デ
ン

ス
）
は
ま
だ
存
在
し
な
い
』
と

指
摘
し
て
、『
企
業
の
利
益
の

た
め
に
子
ど
も
た
ち
の
開
発
や

教
育
環
境
が
犠
牲
に
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
』
と
い
う
立
場
を

と
っ
て
い
ま
す
」
と
、
私
の
質

問
にGoogle
の
Ａ
Ｉ
は
回
答

し
て
い
ま
す
（
←
確
か
に
、
す

ご
い
回
答
処
理
能
力
だ
な
あ
）。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た

ら
先
頭
を
行
く
ア
メ
リ
カ
の
生

成
Ａ
Ｉ
企
業
「
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ

ク
」
の
若
手
社
員
が
「
あ
と
数

年
で
Ａ
Ｉ
が
ス
ー
パ
ー
Ａ
Ｉ
に

ま
で
進
化
し
、
邪
魔
者
と
認
識

し
た
人
類
を
絶
滅
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
警
告
し
て
退
職
し

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
Ａ
Ｉ
が
誕
生
す
る

の
は
早
け
れ
ば
来
年
だ
と
い
う

情
報
も
す
で
に
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
危
険
性
を
認
識
し

な
が
ら
も
開
発
の
最
中
に
い
る

研
究
者
た
ち
は
開
発
競
争
か
ら

逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う「
呪
縛
」

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
も
ま

た
Ａ
Ｉ
に
質
問
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
？　

で
、
果
た
し

て
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
生
き
延

び
る
た
め
の
「
正
解
」
は
得
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

NYでは陽一さんの帽子を常に持ち歩いた住山一
貞さんと妻のマリさん

博物館 C4階の特別展示室に設置された住山さんに関する特設コーナー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゼ
ロ
で
11
日
に
行
わ
れ
た

25
周
年
追
悼
式
典
で
は
、
今
年

初
め
て
、
関
連
疾
患
で
亡
く
な

っ
た
人
々
を
追
悼
す
る
７
回
目

の
黙
と
う
が
加
え
ら
れ
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
２
機
の
航
空
機
が

衝
突
し
た
時
刻
、
両
棟
が
崩
壊

し
た
時
刻
、
国
防
総
省
へ
の
衝

突
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
93
便

の
墜
落
に
合
わ
せ
、
計
６
回
の

黙
と
う
が
行
わ
れ
て
き
た
。

黙
祷
は
今
回
か
ら
７
回

mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
http://www.nyjalc.org
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「Memento Mori

（
メ
メ

ン
ト
・
モ
リ
）」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
ラ
テ
ン

語
で
「
死
を
忘
れ
る
な
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
少
し
物
騒
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
こ
の
言
葉
が
伝
え
て
い
る

の
は
、死
へ
の
恐
れ
で
は
な
い
。

人
は
い
つ
か
死
ぬ
。
そ
の
事
実

を
忘
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
今
日

を
ど
う
生
き
る
の
か
、
何
を
大

切
に
す
る
の
か
を
考
え
る
。
そ

ん
な
人
生
へ
の
問
い
か
け
で
あ

る
。

　

私
は
２
０
０
７
年
、
母
の
遺

骨
を
沖
縄
の
海
に
散
骨
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
海
洋
散
骨

の
仕
事
を
始
め
た
。
そ
れ
以

来
、
供
養
や
葬
送
、
終
活
な
ど
、

人
が
人
生
の
終
わ
り
と
向

き
合
う
場
に
関
わ
っ
て
き

た
。

　

２
０
２
４
年
に
は
東

京
・
森
下
で
「
終
活
ス

ナ
ッ
ク 

め
め
ん
と
も
り
」

を
開
い
た
。
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
、
人
生
や
死

に
つ
い
て
語
る
。
時
に
は

棺
に
入
る
体
験
も
す
る
。

一
見
す
る
と
風
変
わ
り
な

場
所
だ
が
、
目
指
し
た
の

は
、
死
を
特
別
な
も
の
と

し
て
遠
ざ
け
ず
、
日
常
の

中
で
語
れ
る
社
会
だ
っ

た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
、
毎
年
4
月
に
渋

谷
で
開
催
し
て
い
る

「Death

フ
ェ
ス
」
で

あ
る
。
今
年
で
3
年
目

を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
約
５
０
０
０　
　

人
が
足
を
運
ん
だ
。

　

そ
こ
で
実
感
し
た
の

は
、「
死
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
、
決
し
て

少
な
く
な
い
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
会
場
で

は
、
医
療
、
介
護
、
葬

送
、
供
養
、
終
活
、
ア

ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
か
ら
「
死
」
を

考
え
る
人
た
ち
が
集
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値

観
や
人
生
観
が
交
差
し

た
。
死
に
対
す
る
答
え
は
一
つ

で
は
な
い
。
そ
の
多
様
さ
こ
そ

が
、Death

フ
ェ
ス
で
可
視
化

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

な
ら
ば
、
こ
の
問
い
を
日
本

だ
け
に
と
ど
め
る
必
要
は
な

い
。

　

よ
り
多
様
な
文
化
や
価
値
観

が
渦
巻
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、

「
人
は
ど
う
生
き
、
ど
う
死
ぬ

の
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
て

み
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

「M
emento M

ori in NYC

」

を
企
画
し
た
。

　

11
月
5
、
6
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で

開
催
す
る
。
日
本
の
終
活
、
供

養
、
葬
送
文
化
、
そ
し
て
死
生

観
を
、
ア
ー
ト
や
ト
ー
ク
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て

紹
介
す
る
。

　

日
本
に
親
を
残
し
て
暮
ら
す

在
米
日
本
人
に
と
っ
て
、「
親

の
こ
れ
か
ら
」
や
「
自
分
自
身

の
人
生
の
し
ま
い
方
」
は
、
決

し
て
遠
い
話
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

　

死
を
遠
ざ
け
る
の
で
は
な

く
、
少
し
だ
け
身
近
に
置
い
て

考
え
て
み
る
。
す
る
と
、
今
日

と
い
う
一
日
や
、
大
切
な
人
と

の
時
間
が
、
少
し
違
っ
て
見
え

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
死
を
考
え
る
こ
と
は
、
生
き

る
こ
と
」。

　

こ
の
秋
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、

こ
の
問
い
を
一
緒
に
考
え
て
み

た
い
。

―「Memento Mori in NYC」
開催への想い―　村田ますみ

な
ぜ
今
、
Ｎ
Ｙ
で
「
死
生
観
」
を
問
う
の
か

Memento Mori in NYC
The art of Japanese Life & Death

11月 5日・6日 10:00～ 19:00
RESOBOX（91E 3rd St）にて
www.mementomori-nyc.com

プロフィール＝村田ますみ（むらた・ま
すみ）株式会社 YOMI International代
表取締役 CEO。同志社大学法学部政治
学科卒業後、ＩＴ業界、花き流通業界
を経て、2007年に海洋散骨事業を行う
株式会社ハウスボートクラブ創業。2024
年に東京、25年に沖縄で「終活スナッ
ク めめんともり」をオープンし、死につ
いて語ることを通じて、よりよく生きるこ
とを考える場づくりにも取り組んでいる。
日本葬送文化学会副会長。著書に『お墓
に入りたくない！̶ 散骨という選択』『海
へ還る̶海洋散骨の手引き』『ちょっと
死について考えたら怖くなかった』。

（連載１）
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先
日
、
日
本
の
テ
レ
ビ
で
面

白
い
番
組
を
観
ま
し
た
。
東
京

の
目
黒
区
か
ら
鹿
児
島
県
霧
島

市
に
単
身
移
住
し
た
48
歳
の
方

の
話
で
す
。
敷
地
２
８
０
坪
、

物
件
価
格
９
０
０
万
円
、
フ
ル

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
５
０
０
万

円
。
締
め
て
１
４
０
０
万
円
で
、

都
会
で
は
絶
対
に
手
に
入
ら
な

い
広
さ
の
家
を
手
に
し
て
い
ま

し
た
。
同
じ
番
組
で
、
も
っ
と

驚
く
事
例
も
出
て
き
ま
し
た
。

長
野
県
信
濃
町
の
一
軒
家
、
な

ん
と
土
地
９
０
０
０
坪
付
き
で

３
６
０
万
円
。
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
４
面
分
以
上
で
す
。
な

ん
で
！
？　
こ
れ
を
観
な
が
ら
、

ふ
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
少
し

早
め
に
行
動
し
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
な
あ
と
。
そ
し
て
、
ア
メ

リ
カ
に
お
住
ま
い
の
方
に
と
っ

て
、
日
本
の
「
狭
さ
」
は
帰
国

を
た
め
ら
う
理
由
の
ひ
と
つ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
芝
生
の

庭
が
あ
っ
て
、
ガ
レ
ー
ジ
が
あ

っ
て
、
部
屋
が
い
く
つ
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
と
、

そ
の
暮
ら
し
か
ら
東
京
の
１
Ｌ

Ｄ
Ｋ
の
鶏
小
屋
み
た
い
な
生
活

に
移
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
、

と
。
で
も
、
選
択
肢
は
都
心
の

マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
と
次
回
の
２
回
に

分
け
て
、
単
身
で
日
本
に
戻
る

と
い
う
選
択
に
つ
い
て
、
お
金

と
人
間
関
係
の
両
面
か
ら
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

考
え
る
と
、「
い
つ
か
帰
り
た

い
」
を
先
延
ば
し
に
し
な
い
こ

と
。
結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、

介
護
や
医
療
が
必
要
に
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。
動
け
る
う
ち
、

具
体
的
に
は
65
歳
か
ら
70
歳
頃

ま
で
に
帰
国
の
目
処
を
つ
け
て

お
く
こ
と
を
、
ひ
と
つ
の
目
安

と
し
て
お
勧
め
し
ま
す
。

　

理
由
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
賃
貸
物
件
の
審
査
で
す
。

日
本
で
は
高
齢
の
単
身
者
、
し

か
も
長
年
海
外
に
い
て
日
本
に

収
入
実
績
が
な
い
方
の
入
居
審

査
は
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
の

が
現
実
で
す
。
保
証
人
の
問
題

も
出
て
き
ま
す
。
２
つ
目
は
役

所
の
手
続
き
。
住
民
票
、
健
康

保
険
、
年
金
と
、
窓
口
を
何
度

も
往
復
す
る
体
力
が
要
り
ま
す
。

3
つ
目
は
環
境
へ
の
適
応
で
す
。

気
候
も
食
事
も
人
付
き
合
い
も

変
わ
る
中
で
、
新
し
い
生
活
を

組
み
立
て
る
に
は
、
そ
れ
な
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

　

私
は
仕
事
柄
、
要
介
護
状
態

日
本
に
帰
国
す
る
際
の
「
精
算
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
な
っ
て
か
ら
慌
て
て
ご
家
族

が
動
き
出
す
ケ
ー
ス
を
た
く
さ

ん
見
て
き
ま
し
た
。
判
断
力
も

体
力
も
あ
る
う
ち
に
決
め
た
移

住
と
、
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
の

移
住
で
は
、
そ
の
後
の
生
活
の

質
が
ま
る
で
違
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
気
が
重
い
こ

と
。「
ア
メ
リ
カ
生
活
の
精
算
を

ど
う
進
め
る
か
」
で
す
。
こ
の

数
十
年
、
最
初
は
慣
れ
な
か
っ

た
こ
の
国
も
、
気
が
つ
い
た
ら
、

も
う
こ
こ
以
外
は
考
え
ら
れ
な

い
と
い
う
く
ら
い
に
慣
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

数
十
年
と
い
う
「
年
月
」
こ
そ
、

あ
な
た
の
何
よ
り
の
財
産
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

財
産
を
こ
こ
で
全
部
捨
て
て
し

ま
っ
て
い
い
の
か
！
？
特
に
、

持
ち
家
を
お
持
ち
の
方
は
、
売

却
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
最
大
の
分

岐
点
に
な
り
ま
す
。
ゼ
ロ
に
な

っ
て
日
本
で
家
を
買
う
に
せ
よ

借
り
る
に
せ
よ
、
ま
と
ま
っ
た

資
金
が
必
要
で
す
か
ら
、
売
却

益
を
ど
う
日
本
に
持
ち
込
む
か

は
早
め
に
専
門
家
に
相
談
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
為

替
の
影
響
も
大
き
い
の
で
、
こ

こ
は
慎
重
に
。
幸
運
な
こ
と
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

４
０
１
ｋ
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
い
っ
た

年
金
・
退
職
金
資
産
に
つ
い
て

も
、
日
本
に
居
住
し
な
が
ら
受

け
取
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
最
大
の

財
産
。「
人
間
関
係
」
の
引
き

際
で
す
。
何
十
年
も
暮
ら
し
た

土
地
の
友
人
、
通
っ
て
い
た
教

会
や
日
本
人
会
、
行
き
つ
け
の

店
。
黙
っ
て
消
え
る
の
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
挨
拶
を
し
て
去

る
。
こ
れ
は
残
る
方
へ
の
礼
儀

で
あ
る
と
同
時
に
、
ご
自
身
の

心
の
整
理
に
も
な
り
ま
す
。
私

は
介
護
の
現
場
で
「
関
係
を
整

え
て
次
に
進
ん
だ
人
」
と
「
逃

げ
る
よ
う
に
移
っ
た
人
」
の
違

い
を
、
何
度
も
目
に
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
の
そ
の
方
の
生

き
方
や
末
路
は
歴
然
で
す
。
そ

し
て
、
つ
い
に
、
本
当
の
財
産
。

お
金
の
話
で
す
。

　

冒
頭
の
霧
島
市
の
事
例
は
、

決
し
て
特
殊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
に
は
、
手
入
れ
さ
え
す
れ

ば
十
分
住
め
る
中
古
の
一
軒
家

が
、
驚
く
よ
う
な
価
格
で
出
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
家
を
売

却
さ
れ
た
資
金
が
あ
れ
ば
、
こ

の
規
模
の
買
い
物
は
十
分
に
射

程
圏
内
で
し
ょ
う
。
ロ
ー
ン
を

組
ま
ず
に
現
金
で
購
入
で
き
れ

ば
、
そ
の
後
の
生
活
費
の
負

担
も
格
段
に
軽
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
２
つ
目
の
長
野
の

９
０
０
０
坪
３
６
０
万
円
に
は
、

き
ち
ん
と
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。

買
っ
た
時
点
で
は
人
が
住
め
る

状
態
で
は
な
い
廃
墟
同
然
の
物

件
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ

の
集
落
に
残
っ
て
い
た
の
は
最

後
の
一
世
帯
だ
け
と
い
う
、
限

界
集
落
そ
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
。

安
さ
に
は
必
ず
訳
が
あ
り
ま
す
。

広
い
敷
地
は
、
そ
の
ま
ま
草
刈

り
の
面
積
で
す
。
夏
場
の
雑
草

の
勢
い
は
想
像
を
超
え
ま
す
。

地
方
は
冬
の
底
冷
え
も
厳
し
く
、

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
を
怠
れ
ば
光

熱
費
が
跳
ね
上
が
る
。
古
い
家

は
水
回
り
や
屋
根
の
修
繕
費
も

見
込
ん
で
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
コ
ス
ト
を
織
り

込
ん
だ
上
で
な
お
、「
広
い
家
に

住
み
た
い
」
と
い
う
願
い
は
叶

え
ら
れ
る
。
私
は
そ
う
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
、「
ど
う
せ

俺
は
も
う
80
歳
だ
よ
。
諦
め
ろ

っ
て
こ
と
だ
な
」
と
思
わ
れ
た

方
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
65
歳
か
ら
70
歳
と

い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
「
一
軒

家
を
買
っ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

す
る
」
と
い
う
ル
ー
ト
を
取
る

場
合
の
目
安
で
す
。
年
齢
を
重

ね
た
方
に
は
、
ま
っ
た
く
別
の

ル
ー
ト
が
ち
ゃ
ん
と
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
意
外
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

年
齢
が
高
い
こ
と
が
有
利
に
働

く
場
面
す
ら
あ
る
の
で
す
。
次

回
は
、
多
く
の
方
が
不
安
に
思

わ
れ
る
「
田
舎
の
人
間
関
係
」

の
乗
り
越
え
方
、
そ
し
て
「
70

歳
を
過
ぎ
て
も
諦
め
な
い
帰
国

と
田
舎
暮
ら
し
」
の
具
体
策
に

つ
い
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本
の
社
会

保
障
（
介
護
・
医
療
・
年
金
・
雇
用
等
）

制
度
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。info@helpz.jp

https://www.pedigreeskishop.com/
http://www.mementomori-nyc.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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ゴ
ミ
捨
て
新
規
制

義
務
付
け
ス
タ
ー
ト
で
罰
金
も

　

６
月
１
日
に
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｙ

市
の
新
た
な
ゴ
ミ
出
し
規
制
の

猶
予
期
間
が
今
月
７
日
に
終
了

し
、
違
反
し
た
場
合
は
罰
金
が

課
せ
ら
れ
る
。
同
法
は
路
上
に

山
積
み
に
な
っ
た
黒
い
ゴ
ミ
袋

に
対
す
る
公
衆
衛
生
上
の
苦
情

が
相
次
ぎ
導
入
さ
れ
た
。
対
象

は
戸
数
１
〜
９
戸
（
Ｎ
Ｙ
市
や

非
営
利
団
体
の
機
関
、礼
拝
所
、

事
務
所
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
を
含

む
）
の
住
居
建
物
で
、
ゴ
ミ
は

Ｎ
Ｙ
市
公
式
の
黒
い
大
型
ゴ
ミ

箱
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ビ
ン
ズ
」
に
入
れ

て
指
定
の
収
集
所
に
出
す
。
同

ゴ
ミ
箱
は
防
鼠
仕
様
で
ラ
ッ
チ

（
留
め
具
）
式
の
蓋
付
、
ゴ
ミ

収
集
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
か
ら
投

入
す
る
た
め
の
装
置
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
同
市
衛
生
局
（
Ｄ

Ｓ
Ｎ
Ｙ
）
は
初
犯
に
50
ド
ル
、

２
回
目
は
１
０
０
ド
ル
、
３
回

目
以
降
の
反
則
に
は
２
０
０
ド

ル
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
ゴ
ミ
箱
の
値
段
は
サ
イ

ズ
に
よ
っ
て
１
台
45
〜
55
ド

ル
、
同
市
内
の
ホ
ー
ム
・
デ

ポ
店
舗
ま
た
は
配
達
サ
ー
ビ

ス
の
ド
ア
ダ
ッ
シ
ュ
、
イ
ン

ス
タ
カ
ー
ト
、
ウ
ー
バ
ー
イ

ー
ツ
で
配
達
を
依
頼
で
き
る
。

詳
細
はhttps://www.nyc.

gov/site/dsny/collection/
containerization/nyc-bins-

list.page

を
参
照
す
る
。
戸
数

10
戸
以
上
の
住
居
建
物
に
関
し

て
は
、
戸
数
10
〜
30
戸
は
エ
ン

パ
イ
ア
・
ビ
ン
ズ
（
欧
州
式
定

置
型
の
大
型
路
上
ゴ
ミ
箱
、
カ

ー
ド
開
閉
式
、
Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
の
新

型
自
動
横
乗
せ
型
収
集
ト
ラ
ッ

ク
対
応
）
ま
た
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ビ
ン

ズ
、31
戸
以
上
は
エ
ン
パ
イ
ア
・

ビ
ン
ズ
の
義
務
付
け
を
段
階
的

に
実
施
し
て
お
り
２
０
３
２
年

ま
で
に
Ｎ
Ｙ
市
全
域
で
施
行
さ

れ
る
。

　

日
本
各
地
で
８
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場
へ
の
進
出
を
テ
ー

マ
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
講
演
が
相

次
い
で
開
催
さ
れ
、
起
業
家
や

中
小
企
業
経
営
者
、
海
外
展
開

支
援
に
携
わ
る
専
門
家
ら
が
参

加
し
た
。
講
師
は
Ｎ
Ｙ
を
拠
点

に
日
系
企
業
の
北
米
展
開
を
支

援
す
る
古
市
裕
子
氏
。
京
都
や

東
京
で
計
３
回
の
米
国
ビ
ジ
ネ

ス
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
10
社

以
上
の
企
業
個
別
相
談
に
も
対

応
し
た
。

　

第
１
回
目
は
京
都
で
、
海
外

起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
京
都
支

部
の
経
営
者
ら
約
40
人
を
対
象

に
開
催
。「
そ
の
ハ
ー
ド
ル
、

本
当
に
高
い
で
す
か
？
日
系
中

小
企
業
の
北
米
市
場(

Ｎ
Ｙ)

進
出
戦
略
／
成
功
事
例
・
失
敗

事
例
」
と
題
し
、
米
国
市
場
で

成
長
し
た
日
本
企
業
と
撤
退
し

東
京
や
京
都
で
説
明
会

古
市
さ
ん
が
訪
日
講
演

日本企業再び北米に関心

た
企
業
の
事
例
を
比
較
し
な
が

ら
、
北
米
市
場
へ
の
参
入
方
法

を
解
説
し
た
。
第
２
回
目
は
東

京
の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

で
、
海
外
駐
在
経
験
者
や
中
小

企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ら
約
40
人

が
参
加
。「
米
国
に
お
け
る
日

系
企
業
の
最
新
動
向
と
市
場
の

狙
い
ど
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
、

Ｎ
Ｙ
を
中
心
と
す
る
市
場
環
境

や
進
出
企
業
の
事
例
を
紹
介
し

た
。
第
３
回
目
は
東
京
・
渋
谷

で
、
米
国
進
出
を
検
討
す
る
先

鋭
起
業
家
約
10
人
を
対
象
と
し

た
少
人
数
の
勉
強
会
と
し
て
実

施
。
参
加
企
業
が
実
際
に
抱
え

る
市
場
開
拓
、
販
売
方
法
、
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
も

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
米
国
進
出
は
最

初
か
ら
大
規
模
投
資
を
行
う
の

で
は
な
く
「
市
場
調
査
・
現
地

視
察
」「
越
境
Ｅ
Ｃ
や
展
示
会

に
よ
る
テ
ス
ト
販
売
」「
現
地

法
人
や
パ
ー
ト
ナ
ー
を
活
用
し

た
本
格
展
開
」
と
段
階
的
に
進

め
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
た
。
ま
た
、
日
本
で
成
功
し

た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
ま
ま
米
国
市
場
で
通

用
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
し

て
、
価
格
、
見
せ
方
、
販
売
方

法
を
現
地
向
け
に
調
整
す
る
必

要
性
も
指
摘
。 

商
品
の
品
質

だ
け
で
な
く
「
誰
が
、
な
ぜ
、

そ
の
商
品
に
お
金
を
払
う
の

か
」
と
い
う
顧
客
ニ
ー
ズ
を
見

極
め
、
現
地
の
弁
護
士
や
会
計

士
な
ど
専
門
家
と
連
携
し
な
が

ら
事
業
を
設
計
す
る
こ
と
が
、

北
米
市
場
攻
略
の
鍵
に
な
り
そ

う
だ
。

　

Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

の
会
に
よ
る
講
演
会
「
厳
し
い

就
職
戦
線
で
の
セ
ル
フ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
が
30
日
（
水
）
午

後
６
時
30
分
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
ホ
ー
ル
（
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
、
自
分
ら
し
さ
を
損

な
う
こ
と
な
く
自
分
の
価
値
を

相
手
に
認
識
し
て
も
ら
う
方
法

に
つ
い
て
考
え
る
。
雇
用
側
の

視
点
か
ら
他
の
候
補
者
と
の
差

別
化
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
、

自
分
の
強
み
を
見
つ
け
て
効
果

的
に
伝
え
る
方
法
、
そ
し
て
経

験
を
魅
力
的
な
キ
ャ
リ
ア
ス
ト

ー
リ
ー
へ
と
変
え
る
方
法
を
探

る
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
米
国
三
井

物
産
人
事
課
Ｖ
Ｐ
・
Ｇ
Ｍ
の
パ

オ
ラ
・
キ
ャ
ン
ポ
ス
さ
ん
。
公

演
は
英
語
。
午
後
７
時
30
分
か

ら
は
懇
親
会
も
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
15
ド
ル
。
定
員
は
先

着
50
人
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ルevent@jwb-ny.org

ま

で
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は

https://www.eventbrite.
com

/e/m
arketing-

yourself-in-a-competitive-
job-m

arket-tickets-
1999716240105?aff=
oddtdtcreator

Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
の
会

就
職
セ
ミ
ナ
ー
30
日
に
開
催

新しいゴミ箱でゴミ収集する業者（五番街で深夜）

海外起業家ネットワーク・京都支部講演

東京支部講演

ニューヨークでのビジネス事情を説明する古市さん

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
tel:9176780297
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
https://www.nyc.gov/site/dsny/collection/containerization/nyc-bins-list.page
https://www.eventbrite.com/e/marketing-yourself-in-a-competitive-job-market-tickets-1999716240105?aff=oddtdtcreator
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

暑あ
つ

い
夏な

つ
が
過す
ぎ
、
秋あ

き
に

な
る
と
、
鈴す

ず
む
し虫

や
コ
オ
ロ

ギ
な
ど
の
虫む

し
が
鳴な
き
始は

じ
め

ま
す
。
鈴す

ず
む
し虫

は
「
リ
ー
ン

リ
ー
ン
」、
コ
オ
ロ
ギ
は

「
コ
ロ
コ
ロ
」
と
鳴な

き
ま

す
。
そ
ん
な
虫む

し
の
音ね

を
、

日に
ほ
ん本

で
は
「
虫む

し
の
声こ

え
」
と

呼よ
ぶ
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
昔

む
か
しか

ら
「
虫む

し
き聞

き
」

と
い
う
風

ふ
う
し
ゅ
う

習
が
あ
り
、
秋あ

き

の
虫む

し
の
声こ

え
に
耳み

み
を
す
ま
せ

て
楽た

の
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

風か
ぜ

に
揺ゆ

れ
る
す
す
き

や
、
落お
ち
葉ば
を
踏ふ
む
「
カ

サ
カ
サ
」
と
い
う
身み

ぢ
か近

な

音お
とに

も
、
秋あ

き
を
感か

ん
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、音お

と
を
楽た

の
し
む
と
き
は
、

自じ
ぶ
ん分

が
出だ
す
音お

と
に
も
気き
を

つ
け
た
い
で
す
ね
。
電

で
ん
し
ゃ車

秋あ
き
の
音お
と
に
耳み
み
を
す
ま
せ
て

窮き
ゅ
う
そ鼠
猫ね
こ

を
噛か

む

・鈴虫（すずむし）：bell cricket
・コオロギ：cricket
・虫の声（むしのこえ）：the sounds of insects; insect songs
・風習（ふうしゅう）：custom; tradition
・耳をすませる：to listen carefully
・すすき：Japanese pampas grass
・控える（ひかえる）：to keep something down; to refrain from
・絶対絶命（ぜったいぜつめい）：desperate situation
・侮る（あなどる）：despise
・「窮鼠猫を噛む」の直訳英語：A cornered rat will bite a cat.

や
ホ
テ
ル
な
ど
で
は
、
話は

な

し
声こ

え
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
音お

と
を
控ひ

か
え
、
周ま

わ
り
の
人ひ

と

も
気き

も持
ち
よ
く
過す
ご
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
長
久
保
美
奈
、マ
ナ
ー
講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

「
窮き

ゅ
う
そ鼠

」
の
「
窮

き
ゅ
う」

の
漢か

ん
じ字

は
、
物も

の
ご
と事

の
行い

き
詰つ

ま
り

や
身み

う
ご動

き
が
と
れ
な
い
こ

と
、「
鼠そ

」
は
ね
ず
み
の

音お
ん
よ読

み
。
普ふ

だ
ん段

は
猫ね

こ
に
お

び
え
て
逃に

げ
回ま

わ
る
だ
け
の

ね
ず
み
で
も
、
絶

ぜ
っ
た
い
ぜ
つ
め
い

体
絶
命

の
立た

ち
ば場

に
な
る
と
、
強つ

よ
い

猫ね
こ

に
噛か

み
つ
い
て
反は

ん
げ
き撃

す

る
と
い
う
意い

み味
で
す
。
転て

ん

じ
て
、
相あ

い
て手

が
弱

じ
ゃ
く
し
ゃ

者
だ
か

ら
と
「
侮

あ
な
ど

っ
た
り
、
追お

い

詰つ

め
す
ぎ
な
い
」
と
い
う

戒い
ま
しめ

と
と
も
に
、「
追お

い

詰つ

め
ら
れ
た
自じ

ぶ
ん分

も
ま

た
、
判は

ん
だ
ん断

を
誤

あ
や
ま

っ
て
暴

ぼ
う
そ
う走

す
る
危き

け
ん険

が
あ
る
」
と
い

う
自じ

か
い戒

も
込こ

め
ら
れ
て
い

ま
す
。
対た

い
じ
ん人

ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
と
き
、
自じ

た他
へ
の

言げ
ん
ど
う

動
を
判は

ん
だ
ん断

す
る
と
き
に

思お
もい

出だ
し
た
い
言こ

と
ば葉

で
す
。

　

戦
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
前
衛

芸
術
シ
ー
ン
で
、
日
本
人
画
家

が
果
た
し
た
役
割
に
光
を
当
て

る
展
覧
会
「
猪
熊
弦
一
郎
の

Ｎ
Ｙ
Ｃ
サ
ロ
ン
」
が
10
月
６

日
（
火
）
か
ら
２
０
２
７
年

１
月
10
日
ま
で
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
日
本

の
近
代
美
術
家
・
猪
熊
弦
一
郎

（
１
９
０
２
〜
１
９
９
３
年
）

に
と
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

初
め
て
と
な
る
美
術
館
個
展

で
、
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代

美
術
館
（
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
と

の
共
同
企
画
。

　

猪
熊
は
１
９
５
５
年
か
ら
75

年
ま
で
の
20
年
間
、
妻
フ
ミ
コ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
。
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
、
マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
、
ロ
バ

ー
ト
・
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
カ
ル
ダ
ー
、

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ミ
ス
、
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー

ジ
ら
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
を
代

表
す
る
前
衛
芸
術
家
た
ち
と
交

流
を
深
め
た
。そ
の
な
か
に
は
、

若
き
日
の
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
の
姿

も
あ
っ
た
。

　

猪
熊
夫
妻
は
自
宅
の
ア
パ
ー

ト
を
、
ア
メ
リ
カ
人
や
日
本
人

の
芸
術
家
、
建
築
家
ら
が
集
う

交
流
の
場
と
し
て
開
放
。
展
覧

会
に
は
、
そ
う
し
た
集
ま
り
を

記
録
し
た
写
真
や
映
像
、
手
紙

な
ど
も
並
び
、
当
時
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
際
的
で
活
気
に
満

ち
た
芸
術
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
Ｊ
Ｓ
の
公
式
展
示
紹
介

に
は
、
猪
熊
夫
妻
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ア
パ
ー
ト
で
撮
影
さ
れ

た
「Yoko Ono

」
の
写
真
も

猪
熊
弦
一
郎
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ
サ
ロ
ン　

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
ら
前
衛
芸
術
家
が
集
っ
た

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
パ
ー
ト

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
は
10
月
６
日
（
火
）

午
後
２
時
よ
り
、
同
日
開
幕
す

る
画
家
・
猪
熊
弦
一
郎
の
個

展
を
記
念
し
た
「Gen'ichirō 

Inokuma's NYC Salon 

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
。
ロ

バ
ー
ト
・
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ

財
団
の
支
援
を
受
け
、
日
米
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
が

一
堂
に
会
す
る
。 

　

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
丸
亀
市
猪

熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
（
Ｍ
Ｉ

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
中
田
耕
市
副

館
長
、
シ
ニ
ア
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
古
野
華
奈
子
さ
ん
と
松
村
円

さ
ん
が
登
壇
。
米
国
か
ら
は
イ

サ
ム
・
ノ
グ
チ
美
術
館
の
エ
イ

ミ
ー
・
ハ
ウ
館
長
、
美
術
史
家

の
富
井
玲
子
さ
ん
、
キ
ー
ン
大

学
教
授
の
吉
本
み
ど
り
さ
ん
ら

が
参
加
す
る
。
討
論
で
は
、
猪

熊
が
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
や
ノ

グ
チ
ら
米
前
衛
芸
術
家
と
築
い

た
深
い
交
流
や
、
戦
後
Ｎ
Ｙ
の

文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

足
跡
を
多
角
的
に
検
証
す
る
。

参
加
費
無
料
だ
が
要
予
約
。
詳

細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/gallery

を

参
照
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
で
画
家
・
猪
熊
弦

一
郎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

展
示
作
品
は
、
丸
亀
市
猪

熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
の
主

要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、

Ｊ
Ｓ
所
蔵
品
、
さ
ら
に
近
年
発

見
さ
れ
た
広
瀬
家
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
も
出
品
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
制
作
し
た
絵
画
や

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作
品
、
ウ
ィ

ラ
ー
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
発

表
し
た
作
品
な
ど
を
通
し
て
、

戦
後
美
術
史
の
中
で
見
過
ご

さ
れ
が
ち
だ
っ
た
猪
熊
の
存

在
を
再
評
価
す
る
。

　

開
廊
時
間
は
火
〜
金
曜
の

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
は
正
午
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。
入
場
料
は
一
般

20
ド
ル
、
学
生
・
シ
ニ
ア
15

ド
ル
。
会
員
・
障
が
い
者
と

そ
の
介
助
者
は
無
料
。
毎
月

第
１
金
曜
の
午
後
５
〜
７
時

は
無
料
開
館
で
、
対
象
日
は
10

月
9
日
、
11
月
6
日
、
12
月
4

日
、
27
年
1
月
8
日
。
主
要
祝

日
は
休
館
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://japansociety.

org/gallery/
を
参
照
す
る
。

https://www.japansociety.org
https://www.samuraimama.com/
https://japansociety.org/gallery
https://japansociety.org/gallery
https://japansociety.org/gallery
https://japansociety.org/gallery
https://japansociety.org/gallery/
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プ
ロ
の
総
合
格
闘
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
大
山
峻
護
（
お

お
や
ま
・
し
ゅ
ん
ご
）
が
、
引

退
後
、
厚
労
省
が
指
定
す
る
難

病
を
発
症
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
ア
ー
ト
創
作
活
動
に
没

入
。
10
月
に
初
の
Ｎ
Ｙ
で
の
個

展
を
開
催
す
る
。

　

１
９
７
４
年
栃
木
県
に
生
ま

れ
た
大
山
は
、
幼
少
期
よ
り
柔

道
を
始
め
、
学
生
時
代
に
数
々

の
実
績
を
重
ね
る
。
全
日
本

ア
マ
チ
ュ
ア
修
斗
選
手
権
優

勝
を
経
て
、
２
０
０
１
年
に

プ
ロ
の
総
合
格
闘
家
に
転
身
。

２
０
１
４
年
に
現
役
を
引
退
す

る
ま
で
、
数
々
の
有
名
選
手
か

ら
勝
利
を
収
め
る
な
ど
の
活
躍

を
し
た
。
引
退
後
は
、
日
本
初

と
な
る
格
闘
技
を
応
用
し
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
フ
ァ
イ
ト
ネ

ス
」
を
立
ち
上
げ
、
１
０
０
社

以
上
の
企
業
に
て
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ス
リ
リ
ー

ス
、
メ
ン
タ
ル
タ
フ
ネ
ス
向
上

を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
。

ま
た
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
力
で
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
児

童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
を

笑
顔
に
す
る
活
動
と
し
て
、
一

般
社
団
法
人You-Do

協
会
の

代
表
理
事
を
務
め
る
。

　

そ
ん
な
大
山
だ
が
、昨
年
春
、

厚
労
省
が
指
定
す
る
難
病
「
ア

ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
」
の
発
病
が

発
覚
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
創

作
活
動
へ
没
入
。
同
年
12
月
に

初
の
個
展
を
開
催
し
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ

ー
ト
。
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
の
個
展
は
天
理
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
）

で
開
催
。
10
月
19
日
は
夜
７
時

か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
、
展
示
は
20
日
と
21
日
の
正

午
か
ら
午
後
６
時
ま
で
行
わ
れ

る
。
Ｎ
Ｙ
で
初
め
て
個
展
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、大
山
は「
た

く
さ
ん
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
渦
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

難
病
と
闘
う
元
格
闘
家
・
大
山
峻
護

10
月
に
Ｎ
Ｙ
で
初
の
個
展
開
催

　

ナ
ウ
ヒ
ア
画
廊
（
リ
ス
ペ
ナ

ー
ド
通
り
40
番
地
）
が
移
転
後

第
2
弾
と
な
る
展
覧
会
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
」《Terminal

》
を
11

月
７
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
デ
ュ
オ
の

エ
キ
ソ
ニ
モ
（exonemo

）
は
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
「
ネ
ッ
ト

ア
ー
ト
」
の
領
域
で
活
動
を
始

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
ル

チ
ャ
ー
と
物
理
空
間
が
交
差
す

る
作
品
を
通
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

と
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
境
界
を
問
い

続
け
て
き
た
。
本
展
「
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
で
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

を
拠
点
に
活
動
す
る
彼
ら
が
、

「
ラ
ン
ダ
ム
（
偶
然
性
）」
を
テ

ー
マ
に
、
偶
然
が
も
た
ら
す
不

確
か
さ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

ラ
ン
ダ
ム
と
は
、
単
な
る
予

測
不
可
能
な
現
象
で
は
な
く
、

そ
れ
は
我
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
映
し
出
し
、
他
者
や
身

の
回
り
の
機
械
と
の
関
係
に
も

影
響
を
与
え
る
も
の
だ
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
数
字
と
文
字
の

組
み
合
わ
せ
を
高
速
か
つ
ラ
ン

ダ
ム
に
繰
り
返
し
な
が
ら
、
自

ら
の
パ
ス
コ
ー
ド
を
解
読
し
よ

う
と
試
み
る
。
失
敗
す
れ
ば
、

ま
た
次
の
組
み
合
わ
せ
を
試

す
。
し
か
し
解
読
に
成
功
し
た

瞬
間
、
ノ
コ
ギ
リ
が
作
動
し
、

頭
上
に
吊
る
さ
れ
た
石
が
落
下

す
る
。
成
功
す
る
こ
と
が
、
自

ら
の
破
壊
に
つ
な
が
る
。

　
《Hatch/et

》
で
は
、
こ
の

自
己
破
壊
の
構
造
が
複
数
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
と
展
開
。
同

じ
規
格
で
大
量
生
産
さ
れ
た

交
換
可
能
な
存
在
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
、
自
分
だ
け
の
固
有
の

パ
ス
コ
ー
ド
を
探
し
続
け
る
。

量
産
さ
れ
た
機
械
に
と
っ
て

「
個
」
と
は
何
な
の
か
。
そ
の

存
在
の
固
有
性
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
意
味

を
問
い
か
け
る
作
品
だ
。
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
特
有
の

難
解
さ
が
あ
る
が
、
ガ
ラ
ス
の

よ
う
に
張
り
詰
め
た
水
面
に
波

紋
ひ
と
つ
起
こ
ら
な
い
水
深
で

デ
ジ
タ
ル
の
ラ
ン
ダ
ム
数
字
が

息
づ
く
。
止
め
る
こ
と
の
で
き

な
い
破
局
を
待
ち
な
が
ら
生
き

る
現
代
社
会
を
映
す
鏡
の
よ
う

だ
。　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

偶
然
性
が
も
た
ら
す
不
確
実
さ

ナ
ウ
ヒ
ア
画
廊
で
エ
キ
ソ
ニ
モ
が
個
展

　

愛
世
梨
乃
、
酒
井
正
文
、
舟

山
史
央
の
Ｎ
Ｙ
の
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
「
Ｓ
Ｒ
Ｓ
」
に
よ
る
昭
和
・

平
成
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
日

夜
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
主
催
の
第

20
回
「
秋
の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

１
９
６
０
年
代
の
爆
発
的

ヒ
ッ
ト
曲
「
恋
の
季
節
」（
今

陽
子
／
ピ
ン
キ
ー
と
キ
ラ
ー

ズ
）
や
、
世
界
的
な
シ
テ
ィ
ポ

ッ
プ
・
ブ
ー
ム
の
立
役
者
で
あ

る
「
真
夜
中
の
ド
ア
〜stay 

with me

」（
松
原
み
き
）、
男

声
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
「
夏
の
終
わ

り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」（
井
上
陽

水
・
安
全
地
帯
）、
90
年
代
を

代
表
す
る
バ
ラ
ー
ド
「
真
夏
の

果
実
」（
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ズ
）
な
ど
、
60
年
代
か
ら
90

年
代
に
か
け
て
の
時
代
を
象
徴

す
る
名
曲
を
三
線
や
ウ
ク
レ
レ

を
交
え
た
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
で

２
０
２
６
年
風
に
再
現
し
た
。

昭
和
・
平
成

名
曲
ラ
イ
ブ

　

Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
歌
謡
シ
ョ
ー

　

ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館
で
は
、

10
代
を
対
象
と
し
た
「
ク
イ
ー

ン
ズ
・
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
ア

ー
ト
＆
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ス

テ
ィ
ス
（
Ｑ
Ｔ
Ｉ
）」
の
次
期

参
加
者
を
10
月
25
日
ま
で
募
集

し
て
い
る
。

　

９
か
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
ア
ー
ト
制
作
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
、
地
域
奉
仕
活
動
、
専

門
能
力
開
発
な
ど
を
実
施
。
芸

術
と
社
会
変
革
の
接
点
を
学

び
、
仲
間
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

メ
ン
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
く
。
採
用
者
に
は
９
か
月

間
で
１
０
０
０
ド
ル
の
奨
励
金

と
交
通
費
補
助
を
支
給
。
活
動

は
主
に
ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館

（
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
ズ
・

コ
ロ
ナ
・
パ
ー
ク
）
で
行
わ

れ
、
一
部
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や
館

外
で
開
催
さ
れ
る
。
応
募
締
切

は
10
月
25
日
午
後
11
時
59
分
。

学
校
以
外
で
、
ア
メ
リ
カ
の
10

代
の
同
年
代
と
ア
ー
ト
を
通
し

交
流
で
き
る
機
会
。
現
地
校
の

学
校
の
授
業
と
は
違
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
意
見
交
流
な
ど

が
で
き
る
。
詳
細
はhttps://

queensmuseum.org/

10
代
対
象
、
ア
ー
ト
と
社
会
正
義
を
学
ぶ

ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館
で
参
加
者
募
集

http://www.jwsny.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
tel:2122136069
https://artofhaiku.org/
https://queensmuseum.org/
https://queensmuseum.org/
https://queensmuseum.org/
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和
菓
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
10
月
25
日
（
日
）、
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
日
本
茶

カ
フ
ェ
「
茶
菴
」（
東
９
丁
目

２
３
０
番
地
）で
開
催
さ
れ
る
。

伝
統
的
な
和
菓
子
を
現
代
的
な

ア
ー
ト
へ
と
昇
華
さ
せ
た
「
あ

ん
こ
の
お
花
®
」の
考
案
者
で
、

和
な
は
ア
ー
ト
フ
ー
ド
協
会
の

代
表
を
務
め
る
末
廣
由
香
里
さ

ん
に
よ
る
、
Ｎ
Ｙ
で
初
と
な
る

１
日
限
り
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
桜

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
新
し
い
和

菓
子
「
あ
ん
こ
の
お
花® 

さ

く
ら
お
団
子
ボ
ッ
ク
ス
」
を
作

る
。
グ
ル
テ
ン
・
乳
製
品
・
卵

を
使
用
せ
ず
に
仕
上
げ
る
、
ヘ

ル
シ
ー
で
美
し
い
和
菓
子
で
、

色
付
け
に
は
天
然
色
素
の
み
を

使
用
。
ピ
ン
ク
色
は
、
熊
本
県

産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
ー
ツ

を
使
う
。
レ
ッ
ス
ン
終
了
後

は
、
和
菓
子
の
試
食
と
、
京

都
・
宇
治
の
老
舗
「
丸
久
小
山

園
」
の
抹
茶
が
楽
し
め
る
。
当

日
は
、
1
ク
ラ
ス
約
1
時
間
30

分
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回

（
午
前
11
時
、
午
後
２
時
、
午

後
4
時
15
分
）
開
催
。
対
象

年
齢
は
15
歳
以
上
（
15
歳
未

満
は
保
護
者
同
伴
）。
参
加
費

１
２
０
ド
ル
。
定
員
は
各
回
と

も
10
人
。
詳
細
・
参
加
申
し
込

み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.chaanteahouse.com/
special-collab

を
参
照
す
る
。

和
菓
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

末
廣
さ
ん「
茶
菴
」
で
10
月
25
日

　

日
本
の
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ａ
は
、「
女

性
の
美
」
を
テ
ー
マ
に
、
女
性

が
自
分
自
身
の
魅
力
に
気
づ

き
、
自
信
を
持
つ
こ
と
の
で
き

る
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
を
追
求
し
て

い
る
。
思
わ
ず
目
で
追
い
た
く

な
る
よ
う
な
女
性
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
そ
ん
な
想
い
を
ラ
ン
ジ

ェ
リ
ー
と
い
う
形
で
表
現
。
モ

デ
ル
は
う
ら
ら
。
身
長
６
フ
ィ

ー
ト
（
１
８
4
セ
ン
チ
）
の
日

本
人
離
れ
し
た
長
身
で
Ｎ
Ｙ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
週
間
で
も
堂
々
た

る
ラ
ン
ウ
エ
ー
を
披
露
し
た
。

ヘ
ア
は
谷
脇
有
香
。

　

ま
た
プ
ラ
ス
サ
イ
ズ
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
新
た
な
潮
流
を

発
信
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

レ
ネ
ー
・
カ
フ
ァ
ロ
。
自
身

の
ブ
ラ
ン
ド
「Renee Cafaro 

Atelier

」
は
、
サ
イ
ズ
16
〜
32

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
高
級
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
置
き
去
り
に

さ
れ
て
き
た
大
き
な
体
の
人
に

も
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
服
を

届
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ガ
ー
メ

ン
ト
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
職
人

た
ち
が
手
掛
け
る
オ
ー
ト
ク
チ

ュ
ー
ル
が
特
徴
だ
。
今
年
も
、

日
本
人
プ
ラ
ス
サ
イ
ズ
モ
デ
ル

の
桃
果
愛
さ
ん
が
ラ
ン
ウ
ェ
ー

に
登
場
。昨
年
に
続
く
出
演
で
、

約
30
人
の
プ
ラ
ス
サ
イ
ズ
モ
デ

ル
と
と
も
に
堂
々
と
歩
き
、
存

在
感
を
示
し
た
。
元
看
護
師
の

桃
果
さ
ん
は
、
日
本
初
の
プ
ラ

ス
サ
イ
ズ
モ
デ
ル
と
し
て
活
動

す
る
一
方
、
東
京
で
モ
デ
ル
・

タ
レ
ン
ト
事
務
所
を
経
営
し
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
務
め
る
。「
自

分
を
愛
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
に
」
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
の
ラ
ン
ウ
ェ
ー
は
、
そ
ん

な
彼
女
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界

へ
届
け
る
舞
台
に
も
な
っ
て
い

る
。　
　
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

日
本
人
モ
デ
ル
威
風
堂
々
の
活
躍

NYファッション週間
タテにもヨコにも
存在感

　

ア
メ
リ
カ
で
も
人
気
の
日
本

の
９
人
組
ボ
ー
イ
ズ
グ
ル
ー
プ

「
Ｊ
Ｏ
１
」（
ジ
ェ
イ
オ
ー
ワ
ン
）

が
、
10
月
２
日
に
米
国
デ
ビ
ュ

ー
Ｅ
Ｐ
「
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
」
を

発
売
す
る
の
に
合
わ
せ
、
結
成

６
年
で
初
と
な
る
北
米
ツ
ア
ー

を
10
月
初
頭
に
敢
行
す
る
。
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
を
皮
切
り

に
、
Ｎ
Ｙ
、
シ
カ
ゴ
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
５
都
市
を
回
る
。

　

昨
年
、
２
夜
連
続
公
演
を
実

施
し
大
勢
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し

た
Ｎ
Ｙ
公
演
は
、
今
回
は
10
月

４
日
（
日
）
午
後
７
時
30
分
か

ら
（
開
場
は
午
後
６
時
30
分
）、

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ウ
ェ
ブ

ス
タ
ー
ホ
ー
ル
（
東
11
丁
目

１
２
５
番
地
）
に
て
。
チ
ケ
ッ

ト
購
入
は
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.axs.com/
events/1597256/jo1-
tickets?skin=websterhall

か
ら
。

JO1
NY公演10月4日

ランジェリーデザイナーのMIOKA（左）と身長 184センチのモデルうらら

プラスサイズを手がけるデザイナー、レネー・カファロ（左）の北斎をイメージしたドレスを着る桃果愛

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://myriverside.net/home
https://www.chaanteahouse.com/special-collab
https://www.axs.com/events/1597256/jo1-tickets?skin=websterhall


（11） ［NY生活ウーマン］ 2026 年（令和 8 年）9 月 19 日（土）
　

ペ
ガ
サ
ス
は
生
ま
れ
た
直
後

か
ら
気
性
が
荒
く
誰
も
が
近
づ

け
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
か

ら
、
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
象

徴
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
受

け
る
人
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
り

自
ら
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
大
き
な
翼
で
空

を
自
由
に
飛
び
回
る
ペ
ガ
サ
ス

は
、
固
定
観
念
で
ガ
チ
ガ
チ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
自
ら
の
思
考

回
路
や
物
理
的
、
精
神
的
に
固

ま
っ
た
状
態
か
ら
の
解
放
や
、

常
に
本
来
の
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る“

成

功”

の
象
徴
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
同
時
に
空
と
地
上
を
自
由

に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る

姿
は
、
高
次
元
と
の
強
い
繋
が

り
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
高
い
視
点
か
ら
の
ひ
ら

め
き
を
意
味
す
る
存
在
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
発
想
の
部
分
で
の
想
像
力

(Imajination)

だ
け
で
な
く
、

新
し
い
も
の
や
こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
も
の
を
創
り
出
す
創
造
力

(Creativity)

に
繋
が
っ
て
い

く
。
ペ
ガ
サ
ス
は
、
想
像
や
創

造
の
部
分
に
お
い
て
独
創
的
で

何
に
も
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
発

想
力
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
思
考
を

持
つ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す

る
知
恵
、
戦
略
、
工
芸
な
ど
を

司
っ
て
い
る
女
神
ア
テ
ナ
の
智

慧
と
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
的

な
部
分
も
持
ち
あ
わ
せ
る
。
す

な
わ
ち
そ
の
気
性
の
荒
さ
か
ら

自
分
の
背
に
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

神
々
で
す
ら
乗
せ
る
こ
と
を
嫌

っ
て
い
た
ペ
ガ
サ
ス
は
、
ア
テ

ナ
が
黄
金
の
轡(

く
つ
わ)

と

手
綱
を
与
え
た
こ
と
に
よ
っ
て

従
順
に
な
り
神
々
も
よ
う
や
く

乗
り
こ
な
せ
る
神
馬
と
な
っ
た

の
だ
。
英
雄
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン(

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
・
コ
リ

ン
ト
ス
の
王)

は
、
そ
の
背
に

乗
っ
て
キ
マ
イ
ラ(

怪
物)

退

治
を
成
功
さ
せ
た
と
い
う
伝
説

も
残
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ガ
サ
ス

の
自
由
さ
、
高
い
創
造
力
は
、

ア
テ
ナ
の
も
つ
叡
智
の
結
晶
か

ら
き
て
お
り
初
め
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
整
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
一
般
的
に
馬
は
、

成
功
や
繁
栄
の
意
味
が
あ
り
、

ペ
ガ
サ
ス
に
も
同
じ
よ
う
な
意

味
が
あ
る
が
、
そ
の
強
さ
の
レ

ベ
ル
は
桁
違
い
で
、
成
功
を
引

き
寄
せ
る
力
が
圧
倒
的
に
強
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
ス

テ
ー
ジ
か
ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
き
や
、
現
状
の
目
の

前
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
を
壊
し

た
い
破
っ
て
前
に
進
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
ペ
ガ

サ
ス
の
持
っ
て
い
る
成
功
へ
と

導
い
て
く
れ
る
力
を
借
り
る
の

が
一
番
だ
と
さ
れ
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
前
に
進
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
る
。

　

従
っ
て
男
女
問
わ
ず
、
ペ
ガ

サ
ス
の
モ
チ
ー
フ
を
身
に
付
け

る
と
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
進

む
お
守
り
と
な
る
。

　

津

延

美

衣

(
つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会

(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資
格
者
。
運
命
学
・

自
然
医
学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
・
食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感

動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー
兼

ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時

間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//mijikan.

blogspot.com/ 

104

合金、ダイヤモンド　

起
物
と
宝
石
「
今
年
の
干
支

『
午(

天
馬)

』
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
７
」
24

　

毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
に
特
化
し
た
日
本

で
唯
一
無
二
の
短
期
留
学
渡
米

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
で
13
年
目
。
来
年
8

歳
か
ら
大
学
生
ま
で
15
人
あ
ま

り
を
引
率
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

や
シ
ア
ト
ル
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
映
画
作
成
な
ど
に
参
加
し

て
も
ら
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
で
育

っ
た
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
を
見
つ
め
直
し
、
現
代
の

国
際
社
会
に
お
い
て
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
た
め

の
「
一
生
折
れ
な
い
自
信
」
を

育
む
の
が
狙
い
だ
。

　

佐
賀
県
出
身
で
明
治
大
学
文

学
部
在
学
中
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
へ
留
学
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

教
育
を
専
攻
し
、
在
学
中
に
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
団
体
Ｒ
Ｆ
Ｋ
Ｔ
に

て
約
１
年
半
、
演
出
助
手
、
ス

テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
育
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
経
験
を
積
ん
で
帰
国

後
に
明
大
を
卒
業
、
舞
台
や
テ

レ
ビ
、
映
画
な
ど
で
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
活
躍
し
た
。

　

２
０
０
8
年
に
日
本
に
お
け

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
育
の
確
立

を
目
指
し
て
（
株
）
ジ
ョ
イ
・

キ
ッ
ズ
・
シ
ア
タ
ー
を
設
立
。

12
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
学

校
教
育
で
の
浸
透
を
図
る
な
ど

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
育
の
普
及
に

勤
め
て
い
る
。
日
本
で
は
、
道

徳
教
育
の
一
環
と
し
て
の
学
校

公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
小
中
学
校

向
け
に
行
な
っ
て
い
る
。
上
演

作
品
は
、
命
へ
の
感
謝
を
テ
ー

マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
学

校
公
演
し
、
逆
輸
入
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ア
メ
リ
カ
の
教
育
機

関
で
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

自
分
自
身
が
、
教
育
に
興
味

を
持
っ
た
の
は
、
高
校
時
代
ま

で
教
師
か
ら
の
理
不
尽
な
い
じ

め
に
あ
っ
た
か
ら
。
小
学
生
の

時
か
ら
活
発
な
少
女
で
出
る
杭

だ
っ
た
の
で
、
教
室
の
も
の
が

な
く
な
る
と
犯
人
扱
い
さ
れ
た

り
、
目
の
敵
に
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、そ
こ
か
ら
人
を
育
て
る
、

教
育
に
も
大
き
な
こ
だ
わ
り
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
ン
ダ

ム
・
フ
ァ
ー
ム
ズ
・
キ
ッ
ズ
シ

ア
タ
ー
に
行
っ
た
時
に
主
宰
者

ア
ン
ニ
ャ
・
ウ
オ
レ
ッ
チ
さ
ん

と
会
っ
た
時
、
子
供
の
教
育
と

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
を
合
わ
せ
た

教
育
を
実
践
す
る
姿
を
見
て
、

自
分
の
中
で
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在

し
て
い
た
数
々
の
自
分
の
内
面

の
存
在
が
全
て
点
と
線
で
繋
が

っ
た
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

日
本
で
は
学
校
教
育
の
中
に

演
劇
教
育
は
な
い
が
、
欧
米
で

は
国
語
、
算
数
、
理
科
、
社
会

と
同
等
に
演
劇
と
い
う
科
目
が

存
在
し
て
い
る
の
も
大
き
な
驚

き
だ
っ
た
。
自
分
が
も
し
、
日

本
で
こ
う
い
う
ド
ラ
マ
教
育
を

受
け
て
い
た
ら
も
っ
と
人
生
が

変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
な
と
思

っ
た
。
だ
が
も
う
後
戻
り
は
で

き
な
い
。
そ
れ
が
今
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
教
育
を
日
本
と
米
国
で

行
う
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。　
　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
育
で
人
材
育
成

NPO法人 JOY Kids' Theater 代表理事
株式会社 A T J   代表取締役

夏
なつみ
海 清

さや か
加 さん

https://mijikan.blogspot.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.ojfd.com
tel:2122136069
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.easeny.com/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

堤
紀
子
校
長
）
で
は
、
２
学
期

も
３
週
目
を
迎
え
、
ほ
と
ん
ど

の
児
童
生
徒
が
学
校
に
戻
っ
て

き
た
。
そ
ん
な
中
、
初
等
部
１

年
生
が
、
学
校
の
ジ
ム
を
利
用

し
て
３
ク
ラ
ス
合
同
の
学
年
交

流
会
を
行
っ
た
。
朝
か
ら
交
流

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
児
童

た
ち
は
、
３
つ
の
活
動
を
通
し

て
、
日
本
語
や
算
数
を
楽
し
み

な
が
ら
学
び
、
ク
ラ
ス
を
越
え

て
友
達
と
の
交
流
を
深
め
た
。

　

最
初
の
活
動
は
「
補
習
校
に

行
こ
う
よ
！
」。
全
員
が
先
生

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
声
を
出

し
な
が
ら
国
語
の
お
題
に
挑
戦

し
、
数
合
わ
せ
の
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
た
り
と
、
楽
し
み
な
が
ら

日
本
語
を
使
っ
て
友
達
と
協
力

し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
「
す

う
じ
ハ
ン
タ
ー
ズ
！
」
で
は
、

ペ
ア
に
な
っ
た
友
達
と
一
生
懸

命
考
え
な
が
ら
、
床
に
置
か
れ

た
算
数
の
式
を
探
し
た
。
最
後

の
「
正
し
い
書
き
方
、
ど
っ
ち

だ
」
で
は
、
○
×
ク
イ
ズ
に
挑

戦
。
宿
題
な
ど
で
繰
り
返
し
学

習
し
て
き
た
成
果
も
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
に

担
任
教
師
も
驚
い
て
い
た
。

　

春
か
ら
初
等
部
１
年
生
と
し

て
学
習
を
重
ね
、
ひ
ら
が
な
や

カ
タ
カ
ナ
の
読
み
書
き
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
た
ち
。

今
回
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
身

に
つ
け
て
き
た
力
を
生
か
し
な

が
ら
、
友
達
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
姿

か
ら
も
、
大
き
な
成
長
が
感
じ

ら
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

1
年
生
が
楽
し
く
交
流
会

　
「
予
測
不
可
能
な
世
界
に
日

本
の
学
校
教
育
は
ど
う
向
き
合

え
ば
い
の
か
」
と
題
す
る
在
外

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
13
日
午

前
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

た
。
日
本
か
ら
公
益
財
団
法
人

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
綿

引
宏
行
理
事
長
を
迎
え
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
並
び
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
の
全
日
制
日
本
人
学

校
、
補
習
授
業
校
、
慶
應
義
塾

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
の
校
長
、

学
院
長
は
じ
め
、学
校
関
係
者
、

保
護
者
ら
70
人
余
り
が
集
ま
っ

た
。
主
催
は
日
本
ク
ラ
ブ
で
、

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の
共
催

で
行
わ
れ
た
。

　

海
外
の
在
外
教
育
施
設
は
長

年
、
在
外
邦
人
子
女
の
日
本
語

と
日
本
文
化
の
基
礎
を
提
供
し

て
き
た
。
し
か
し
現
代
社
会
の

課
題
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
な

か
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の

需
要
が
急
増
す
る
と
と
も
に
、

日
本
の
大
学
が
帰
国
生
に
求
め

る
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
今

後
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
像
を
探
る
と
と
も
に
、
海
外

と
い
う
特
性
を
活
か
し
た
在
外

教
育
施
設
で
の
取
り
組
み
な
ど

在
外
教
育
の
あ
り
か
た
が
議
論

さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
に
在
Ｎ
Ｙ
総
領
事

の
片
平
聡
大
使
を
は
じ
め
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
の

森
本
恵
作
校
長
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
の
小
堤
紀

子
校
長
、
慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
学
院
の
駒
村
圭
吾
学
院

長
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

の
武
田
秀
俊
学
園
長
、
企
業
を

代
表
し
サ
ン
ト
リ
ー
ア
メ
リ
カ

熊
倉
俊
彦
社
長
が
意
見
を
交
わ

し
た
。司
会
は
久
保
純
子
さ
ん
。

終
了
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

も
実
施
さ
れ
た
。

　

片
平
大
使
は
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

学
に
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

多
く
の
日
本
人
学
生
を
国
費
な

ど
で
派
遣
し
た
例
を
挙
げ
、
国

際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
は

次
世
代
を
担
う
若
者
に
教
育
投

資
を
行
っ
た
当
時
と
現
代
と

は
、酷
似
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

森
本
校
長
は
、
帰
国
後
に
つ

な
が
る
学
力
、
真
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
大
切
に
教

育
し
て
い
る
教
育
現
場
の
実
態

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
小
堤
校

長
は
生
徒
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
運
動
会
が
、
雨
天
で
開

校
以
来
初
め
て
中
止
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
全
天
候
型
ド
ー
ム
球

場
の
確
保
が
で
き
な
い
か
日
本

企
業
に
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　

駒
村
学
院
長
は
Ａ
Ｉ
に
は
な

い
人
間
の
特
権
は
、
肉
体
を
通

し
て
学
ぶ
間
違
い
や
失
敗
、
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
な
い

ル
ー
ル
を
逸
脱
で
き
る
人
間
の

心
だ
と
述
べ
、
育
英
学
園
の
武

田
学
園
長
は
「
子
供
た
ち
の
挑

戦
す
る
姿
を
褒
め
、
失
敗
し
た

時
に
は
温
か
く
支
え
る
こ
と
が

大
切
だ
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

海
外
５
か
国
で
駐
在
経
験
の

あ
る
熊
倉
社
長
は
、
ど
う
や
っ

て
日
本
を
ル
ー
ツ
と
す
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
か

が
海
外
で
は
大
切
と
述
べ
た
。

　

綿
引
理
事
長
は
海
外
で
補
習

授
業
校
に
通
え
な
い
児
童
の
た

め
に
最
後
の
在
外
教
育
機
関
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
補
習
授
業
校

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
を
創
設
し
た
こ
と
を

報
告
し
、
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
学
業
と
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ス

キ
ル
を
学
ぶ
機
会
の
大
切
さ
を

訴
え
た
。
来
賓
の
京
都
大
学
の

稲
垣
恭
子
理
事
・
副
学
長
は「
積

極
的
に
海
外
日
本
人
教
育
の
あ

り
方
を
捉
え
直
す
今
回
の
取
り

組
み
は
、
海
外
で
豊
か
な
経
験

を
持
っ
た
若
者
を
受
け
入
れ
る

側
の
日
本
の
大
学
改
革
を
後
押

し
す
る
も
の
で
、
在
外
教
育
の

展
望
、
次
世
代
教
育
の
未
来
に

つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。

在
外
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

転
換
期
迎
え
る
海
外
子
女
教
育

　

在
外
教
育
の
何
が
変
わ
っ
て

何
が
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

の
か
、
海
外
の
教
育
現
場
か
ら

の
声
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
た

ち
（
日
本
ク
ラ
ブ
で
）

在外教育の将来展望を語る綿引氏

NY日本人学校の森本校長による授業紹介スライドに見入る参加者

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
https://isf753.org/
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河
合
塾
の
「
帰
国
生
大
学
入

試
説
明
会
」
が
10
月
11
日
・
25

日
・
11
月
８
日
・
22
日
の
４
回
、

い
ず
れ
も
日
曜
の
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
る
。

　

帰
国
生
大
学
入
試
の
概
況
と

今
後
の
受
験
対
策
と
し
て
、
①

帰
国
生
入
試
の
基
礎
知
識
と
海

外
在
住
中
の
心
構
え
、
②
主
な

大
学
の
最
新
入
試
情
報
と
受
験

攻
略
法
、
③
河
合
塾
海
外
帰
国

生
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

特
徴
を
、
長
年
、
北
米
で
受
験

生
の
指
導
を
し
て
い
る
進
学
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
わ
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

　

参
加
特
典
と
し
て
、
説
明
に

使
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
と
入
試
情

報
満
載
の
情
報
誌
『
栄
冠
め
ざ

し
て
』
の
デ
ー
タ
が
進
呈
さ
れ

る
ほ
か
、
説
明
会
終
了
後
の
メ

ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
質

問
・
相
談
に
迅
速
か
つ
手
厚
く

対
応
。
定
員
は
各
日
と
も
に

１
０
０
家
庭
。
参
加
申
し
込
み

はhttps://x.gd/2hAe5

か

ら
。

河
合
塾
が
米
で
4
回

帰
国
生
大
学
入
試
説
明
会

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

堤
紀
子
校
長
）
は
12
日
、
父
母

の
会
主
催
「
夏
休
み
作
品
展
」

を
開
催
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

夏
休
み
の
間
に
思
い
思
い
に
取

り
組
ん
だ
作
品
を
手
に
、
楽
し

そ
う
に
登
校
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
に
は
、
絵
画
や
工
作
、
手
芸

作
品
、植
物
の
観
察
記
録
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
工
夫
と
創
造
力

が
詰
ま
っ
た
作
品
が
ず
ら
り
と

並
ん
だ
。
中
に
は
音
に
反
応
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
作
品
も
見
ら
れ
た
。

中
高
等
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
と
め
た

ス
ラ
イ
ド
作
品
も
展
示
さ
れ
、

幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
２
１
２

人
の
作
品
が
会
場
を
彩
っ
た
。

　

作
品
を
見
た
児
童
生
徒
や
保

護
者
は
「
こ
れ
ど
う
な
っ
て
る

の
？
」「
き
れ
い
だ
ね
」と
話
し
、

友
達
同
士
で
作
品
に
つ
い
て
説

明
し
合
う
姿
も
見
ら
れ
た
。
時

間
を
か
け
て
丁
寧
に
仕
上
げ
た

作
品
や
、
身
近
な
も
の
に
目
を

向
け
た
観
察
記
録
、
自
由
な
発

想
か
ら
生
ま
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
休

み
の
経
験
や
興
味
が
感
じ
ら
れ

る
展
示
と
な
っ
た
。

　

作
品
の
展
示
を
終
え
た
子
ど

も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん

だ
参
加
賞
を
手
に
笑
顔
で
下
校

し
た
。

　

父
母
の
会
の
協
力
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
学
び
を

互
い
に
認
め
合
う
、
補
習
授
業

校
な
ら
で
は
の
温
か
な
恒
例
行

事
と
な
っ
た
。

夏休み作品展を開催
NJ補習授業校

個性豊かな作品が会場彩る
　

全
米
各
地
で
活
躍
す
る
日
本

人
ラ
グ
ビ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
一

堂
に
会
す
る 

、
第
20
回
「
ジ

ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」 

が
10
月
3
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、
ラ
ン

ド
ー
ル
ズ
島
で
開
催
さ
れ
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
は
日
本
人

ラ
グ
ビ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交

流
と
親
睦
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
大
会
で
、
今
年
20

回
目
を
迎
え
る
。
参
加
者
は
、

留
学
中
の
大
学
生
か
ら
社
会
人

プ
レ
ー
ヤ
ー
、
さ
ら
に
は
65
歳

を
超
え
て
な
お
ラ
グ
ビ
ー
を
楽

し
む
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
く
、

世
代
や
地
域
を
超
え
た
交
流
が

こ
の
大
会
の
大
き
な
魅
力
と
な

っ
て
い
る
。
当
日
は
全
米
か
ら

集
ま
っ
た
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦

に
加
え
、
オ
ー
バ
ー
40
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
よ
る
試
合
や
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
・
タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
も
予

定
。勝
敗
を
競
う
だ
け
で
な
く
、

日
本
人
ラ
グ
ビ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
絆
を
深
め
る
場
と
し
て
、

多
く
の
参
加
者
が
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。
ラ
グ

ビ
ー
経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
や
友
人
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン

の
来
場
を
歓
迎
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
はNYAJ 

Rugby 

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム@newyorkalljapanrfc

か

ら
。

第
20
回
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
プ

ラ
グ
ビ
ー
大
会
10
月
３
日

　

心
身
共
に
健
康
な
子
供
の
育

成
を
促
す
非
営
利
団
体
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
ア
・
へ
ル

シ
ア
ー
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
８
月
25
日
、
最
も
健
康
的
な

学
校
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
、

今
年
は
35
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
の
１
３
７
６
校
が
学
生
や
職

員
、
家
族
の
健
康
向
上
に
尽
く

し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

同
団
体
は
各
校
を
生
徒
の
栄

養
指
導
や
身
体
活
動
、
医
療
健

康
サ
ー
ビ
ス
環
境
、
職
員
の
健

康
管
理
、
保
護
者
と
の
連
携
な

ど
の
項
目
で
評
価
し
、
９
項
目

を
満
た
し
た
２
０
０
校
が
「
オ

ー
ル
ス
タ
ー
」
評
価
を
得
た
。

最
も
高
評
を
得
た
学
校
が
多
か

っ
た
の
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
、
２
８
３
校
が
ラ
ン
ク
イ
ン

し
う
ち
33
校
が
オ
ー
ル
ス
タ
ー

を
得
た
。
Ｎ
Ｙ
州
で
最
も
評
価

が
高
か
っ
た
の
は
キ
ン
グ
ス
ト

ン
シ
テ
ィ
学
区
の
ア
ー
ネ
ス

ト
・
Ｃ
・
マ
イ
ヤ
ー
小
学
校

で
、
８
項
目
で
評
価
さ
れ
た
が

ホ
ー
ル
ス
タ
ー
に
は
満
た
な
か

っ
た
。

ヘ
ル
シ
ー
な
学
校
ラ
ン
キ
ン
グ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
最
多

　

今
年
度
よ
り
新
学
院
長
に
駒

村
圭
吾
（
慶
應
義
塾
大
学
特
任

教
授
・
名
誉
教
授
）
が
就
任
し

た
慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
パ
ー
チ
ェ
ス
）
は

10
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
学
院
説
明
会
、
在
校
生
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
ダ
イ

ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
の
ラ
ン
チ

（
無
料
）
を
同
学
院
（
パ
ー
チ

ェ
ス
、
カ
レ
ッ
ジ
ロ
ー
ド
３
番

地
）
で
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
10
月
24
日
（
土
）
に

は
午
後
５
時
か
ら
６
時
ま
で

ボ
ス
ト
ン
の
マ
リ
オ
ッ
ト
・

ボ
ス
ト
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ラ
イ

ン
・
コ
ー
ド
ヤ
ー
ド
（
ブ
ル

ッ
ク
ラ
イ
ン
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
40
番
地
）
で

学
院
説
明
会
を
開
催
す
る
。

共
に
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
６
９
４
・
４
８
２
５
、

Ｅ
メ
ー
ルadmissions@keio.

edu　
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.keio.edu/

慶應義塾NY学院
10月4日に学院説明会
ボストンでも10月24日

慶應義塾 NY学院の生徒たち

全
米
の
日
本
人
ラ
ガ
ー
マ
ン
が
一
堂
に

https://starchildny.com/
https://miray109.com/
https://japaneseschool.org/campus/manhattan1/
tel:2014616502
https://lower.kennedyinternational.org/admissions/bilingual-jp-eng
http://ymcatfv.org/
https://x.gd/2hAe5
https://x.gd/2hAe5
https://x.gd/2hAe5
https://x.gd/2hAe5
https://www.keio.edu/
https://www.keio.edu/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
に
て
発

表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ

る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
３雨

宮　

佳
穂

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

Am
ador Valley

高
１清

野　

す
み
れ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会
一
般

坂
口　

貴
男

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２横

田　

心
咲

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校
小
６

伊
藤　

り
ん

　

先
々
月
に
引
き
続
き
、
受
験

生
や
保
護
者
の
方
か
ら
の
質
問

や
疑
問
に
お
応
え
し
ま
す
。

Ｑ
：
米
国
生
ま
れ
で
11
年
生
に

な
っ
た
ば
か
り
の
息
子
の
米
国

大
学
進
学
で
悩
ん
で
お
り
ま

す
。
成
績
は
悪
く
な
い
で
す

し
、
受
験
自
体
は
あ
ま
り
心
配

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学
の
授

業
料
の
高
さ
に
驚
愕
し
て
お
り

ま
す
。
私
達
の
居
住
州
に
は
残

念
な
が
ら
あ
ま
り
良
い
州
立
や

市
立
の
大
学
が
な
く
、
本
人
の

希
望
大
学
は
州
外
か
私
立
大
学

ば
か
り
で
す
。奨
学
金
で
す
が
、

低
所
得
家
庭
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
し
、
本
人
は
成
績
で
奨
学
金

が
も
ら
え
る
ほ
ど
天
才
的
な
出

来
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ベ
ル

を
下
げ
て
州
内
大
学
に
行
く
べ

き
か
、
ま
た
希
望
州
立
大
学
の

あ
る
州
で
、
州
内
生
の
授
業
料

を
得
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
何

年
間
居
住
し
て
い
な
い
と
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
米
国

大
学
の
授
業
料
は
、
州
外
や
私

立
大
学
の
場
合
あ
ま
り
に
も
高

額
で
、
ト
ッ
プ
大
学
な
ど
は
４

年
間
の
学
費
で
家
が
一
軒
買
え

る
ほ
ど
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
州
内
生
の
授
業
料
を
得
る

た
め
に
必
要
な
州
内
居
住
期
間

は
、
大
学
に
申
請
す
る
時
点
か

ら
さ
か
の
ぼ
り
、
継
続
し
て
１

年
間
と
多
く
の
州
が
定
め
て
い

る
よ
う
で
す
。
た
だ
こ
の
た
め

に
家
族
で
引
っ
越
す
と
、
高
校

転
校
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し

希
望
大
学
の
学
費
を
少
し
で
も

下
げ
た
い
場
合
、
全
く
方
法
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
い
く
つ
か
実
際
に
米
国
人

学
生
が
行
っ
て
い
る
方
法
を
挙

げ
て
み
ま
し
た
。

（
１
）
同
地
域
州
ま
た
は
隣
接

州
に
よ
る
相
互
協
定
（
私
立
大

学
は
除
く
）

　

同
地
域
州
協
定
と
い
う

の
は
、
例
え
ば”W

estern 
Undergraduate Exchange 

（
Ｗ
Ｕ
Ｅ
）”

で
す
と
、
ア
ラ

ス
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ア

リ
ゾ
ナ
な
ど
多
く
の
「
西
側
」

の
州
が
参
加
し
て
お
り
、
生

徒
が
居
住
し
て
い
る
州
と
大

学
の
あ
る
州
が
参
加
し
て
い

れ
ば
、
州
内
授
業
料
の
１
・
５

倍
ほ
ど
に
抑
え
ら
れ
る
制
度

の
こ
と
で
す
。
他
に
は
中
西

部
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
ミ
ネ
ソ

タ
、
オ
ハ
イ
オ
な
ど
）
の
地

域
協
定”Midwest Student 

Exchange Program 

（
Ｍ
Ｓ

Ｅ
）”

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
隣
接
州
協
定
は
、
例
え
ば
ミ

ネ
ソ
タ
州
な
ら
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
州
や
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
と
い

っ
た
隣
接
州
の
参
加
大
学
の
授

業
料
が
州
内
と
同
等
に
な
る
と

い
う
も
の
で
す
。
ご
自
分
の
居

住
州
は
そ
の
よ
う
な
協
定
に
参

加
し
て
い
な
い
か
調
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
２
）
メ
リ
ッ
ト
（
成
績
）
ベ

ー
ス
の
奨
学
金
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　

大
学
に
よ
っ
て
は
、
州
立
・

私
立
を
問
わ
ず
早
期
出
願
時

(Early Action)

の
成
績
や
テ

ス
ト
ス
コ
ア
に
よ
っ
て
、
多
額

の
奨
学
金
（
返
済
な
し
）
や
助

成
金
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
も
ら
え
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
現
在
11

年
生
で
成
績
も
良
い
ほ
う
で
あ

れ
ば
、
Ａ
Ｐ
ク
ラ
ス
等
で
11
年

生
で
の
成
績
を
一
段
と
上
げ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
多
く
の
大
学
は
９
年
生
か

ら
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
吟
味
し
て
、
も

し
こ
れ
が
11
年
生
で
上
が
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
通
常
高

い
評
価
を
下
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
入
学
し
て
か
ら
も
一
定
の

成
績
を
保
ち
、
学
内
で
の
奨
学

金
も
ど
ん
ど
ん
応
募
し
ま
し
ょ

う
。

（
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ

ジ
↓
希
望
大
学
に
転
校

　

実
は
こ
れ
も
多
く
の
米
国
人

生
徒
が
行
っ
て
い
る
作
戦
な
の

で
す
が
、
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
最
初

の
２
年
間
の
必
修
科
目
期
間
、

安
い
授
業
料
を
払
い
な
が
ら
高

い
成
績
を
得
る
よ
う
に
努
力

し
、
３
年
目
に
希
望
大
学
に
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
（
転
校
）
す
る

と
い
う
や
り
方
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
多
く
は
4

年
制
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
、

成
績
の
良
い
転
入
生
を
送
り
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
で
高
い
学

費
は
残
り
の
２
年
で
済
み
ま
す

し
、
米
国
は
大
学
時
代
の
努
力

と
最
終
学
歴
で
評
価
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
れ
も
よ
く
あ
る
パ
タ

ー
ン
だ
と
念
頭
に
置
い
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
他
の
ケ
ー
ス
で
は
、
希

望
大
学
の
あ
る
州
や
隣
接
州
協

定
の
あ
る
州
に
本
人
が
引
っ
越

し
、
１
年
間
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
資
金
を
貯
め
つ
つ
そ
の
州
の

住
民
と
な
っ
て
希
望
大
学
に
進

学
す
る
な
ど
、
す
ぐ
に
は
大
学

に
行
か
な
い
「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ

ー
」
を
取
る
人
も
い
ま
す
。
日

本
人
の
感
覚
だ
と
高
校
を
卒
業

し
て
す
ぐ
に
希
望
の
大
学
に
行

か
な
い
と
、
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
米
国
は
多
種
多
様
な
道
筋

や
選
択
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。 

４．米国大学受験に関する質問（２）
コロンビア大学応用言語学博士

高橋純子

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
あ

な
た
の
い
ば
し
ょ
」
は
10
月
17

日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら
正
午

ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
）
で
「
あ
な
た
の
い
ば

し
ょ
海
外
講
演
会
（
活
動
説
明

会
）」
を
開
催
す
る
。

　

同
法
人
は
、
外
務
省
か
ら
孤

独
・
孤
立
相
談
窓
口
の
運
営
を

委
託
さ
れ
て
い
る
団
体
の
一

つ
。「
仕
事
」「
子
育
て
」「
虐
待
」

「
い
じ
め
」「
家
族
と
の
関
係
」

な
ど
、
生
活
の
中
で
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
、
年

齢
や
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
無

料
・
匿
名
で
相
談
で
き
る
チ
ャ

ッ
ト
窓
口
を
24
時
間
３
６
５
日

開
設
し
て
い
る
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
同
法

人
の
活
動
内
容
や
相
談
窓
口
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
海
外
生
活

の
中
で
孤
独
や
悩
み
を
抱
え
る

人
、
支
援
活
動
に
関
心
の
あ
る

人
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き

る
。
海
外
で
は
、
言
葉
や
文
化

の
違
い
か
ら
悩
み
を
周
囲
に
相

談
し
に
く
い
場
合
も
あ
る
。
身

近
な
人
に
は
話
し
に
く
い
悩
み

を
抱
え
た
際
の
選
択
肢
と
し

て
、
こ
う
し
た
相
談
窓
口
を
知

っ
て
お
く
こ
と
は
、
海
外
生
活

を
安
心
し
て
送
る
上
で
も
役
立

つ
。
参
加
申
し
込
み
は
「
あ
な

た
の
い
ば
し
ょ
」
公
式
サ
イ
ト

（https://talkme.jp/posts/
Mha_Gn7m

）
か
ら
。
問
い

合
わ
せ
は
同
法
人
事
務
局
Ｅ

メ
ー
ルrecruit@ibashochat.

org

ま
で
。
相
談
窓
口
の
詳
細

はhttps://talkme.jp/

で
確

認
で
き
る
。

孤立・孤独相談窓口
あなたのいばしょ

JAAで説明・講演会10月17日

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Sales Admin Associate.
Manufacturing
$21/h NJ (#17525)
------------------------------------
● HR coordinator/Admin. Assis.  
Trading
$28-$40/h NY (#17506)
------------------------------------

------------------------------------
● Offi  ce Administrator
Logistics 
$20/h NJ (#17501)
------------------------------------
● IT Specialist
Distribution 
$80K-$100K NJ (#17500)
------------------------------------
● Underwriting Assistant
Insurance
$60K-$70K NY (#17497)
------------------------------------
● Corporate Compliance Coord.
Trading     
$58K-$65K NJ (#17481)
------------------------------------
● Air Export Specialist   
Logistics
$55K-$65K NY (#17452)
------------------------------------
●Warehouse Associate 
Logistics
$50K-$55K NY (#17450)
------------------------------------

------------------------------------
● Financial Acct.&Planning Director
Manufacturing  
$130K-$170K NJ (#17445)
------------------------------------
● Accounting Manager 
Manufacturing
$100K-$150K NJ (#17441)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

◆◆週刊 NY生活デジタル版◆◆
紙面まるごと掲載のデジタル版
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＊掲載ご希望内容によっては、ご
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す。予めご了承下さい。
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せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
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せていただきます。
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
が
彩
ち
ゃ
ん
の
家
に
来

た
の
は
、
３
月
28
日
の
彩
ち

ゃ
ん
の
誕
生
日
だ
っ
た
。
い

ろ
ん
な
水
と
う
か
ら
彩
ち
ゃ

ん
は
私
を
え
ら
ん
だ
。
学
校

に
私
を
い
つ
も
持
っ
て
行
っ

て
く
れ
て
、
ち
ゃ
ん
と
彩
ち

ゃ
ん
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
お

い
て
く
れ
る
。
私
は
と
て
も

う
れ
し
い
。

　

体
育
の
時
は
、
私
の
こ
と

を
た
く
さ
ん
使
っ
て
く
れ
る
。

彩
ち
ゃ
ん
が
水
を
飲
む
と
き
、

彩
ち
ゃ
ん
は
私
を
両
手
で
押

さ
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
私

に
と
っ
て
彩
ち
ゃ
ん
が
私
に

ハ
グ
し
て
く
れ
て
い
る
か
の

よ
う
に
感
じ
る
。
私
の
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
と
彩
ち
ゃ

ん
は
思
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

学
校
の
後
は
ダ
ン
ス
だ
。

私
は
い
つ
も
彩
ち
ゃ
ん
や
ほ

か
の
子
た
ち
が
ダ
ン
ス
を
し

て
い
る
の
を
見
て
い
る
。
彩

ち
ゃ
ん
は
ダ
ン
ス
が
と
て
も

上
手
だ
。
ダ
ン
ス
の
後
は
、

家
に
帰
れ
る
。
そ
し
て
、
紗

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
に
き
れ

い
に
あ
ら
っ
て
も
ら
え
る
。

　

ま
た
明
日
も
楽
し
い
日
に

な
る
と
私
は
思
う
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
１
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　
「
ム
ー
ミ
ン
谷
の
彗
星
」
を

読
み
ま
し
た
。
作
者
は
ト
ー

ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
で
す
。
私
は

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
好
き
だ
か

ら
こ
の
本
を
図
書
館
で
借
り

ま
し
た
。
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
ス
ニ
フ
が
主
人
公
で
す
。

二
人
は
色
々
ぼ
う
け
ん
を
し

ま
す
。

　

例
え
ば
、
彗
星
が
地
球
に

し
ょ
う
と
つ
す
る
か
も
し
れ

な
い
と
聞
い
て
、
ム
ー
ミ
ン

と
ス
ニ
フ
は
天
文
台
へ
見
に

行
き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
こ

わ
く
て
天
文
台
へ
見
に
行
く

と
思
い
ま
す
。
も
し
彗
星
が

本
当
に
地
球
に
し
ょ
う
と
つ

し
た
ら
、
自
分
も
み
ん
な
も

い
な
く
な
っ
て
、
地
球
も
ほ

ろ
び
ま
す
。

　

他
に
は
ム
ー
ミ
ン
と
ス
ニ

フ
は
真
じ
ゅ
を
集
め
に
海
へ

行
き
ま
し
た
。
ム
ー
ミ
ン
は

泳
げ
ま
す
が
、
ス
ニ
フ
は
泳

げ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ス
ニ
フ

は
と
て
も
し
っ
と
し
ま
し
た
。

な
の
で
、
ど
う
く
つ
を
見
つ

け
て
、
自
分
も
す
ご
い
こ
と

が
で
き
る
と
ム
ー
ミ
ン
に
見

せ
つ
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。

も
し
私
が
ス
ニ
フ
だ
っ
た
ら
、

泳
ぎ
を
ム
ー
ミ
ン
に
教
え
て

も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
に
ス
ニ

フ
は
ム
ー
ミ
ン
の
計
画
が
う

ま
く
い
く
こ
と
が
う
れ
し
く

な
い
か
ら
、
真
じ
ゅ
集
め
を

助
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私

だ
っ
た
ら
ム
ー
ミ
ン
を
手
助

け
し
ま
す
。
人
と
協
力
し
て

成
こ
う
す
る
と
、
も
っ
と
う

れ
し
い
か
ら
で
す
。

　

な
ぜ
こ
の
話
が
好
き
か
と

い
う
と
、
登
場
人
物
の
性
格

が
み
力
的
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

例
え
ば
ス
ニ
フ
は
こ
わ
が
り

だ
か
ら
、
泳
ぐ
の
に
ち
ょ
う

戦
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方

ム
ー
ミ
ン
は
、
ゆ
う
か
ん
で

好
き
心
お
う
せ
い
で
す
。
わ

た
し
は
ム
ー
ミ
ン
と
に
て
る

性
格
な
の
で
、
友
達
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　   　
（
滞
米
４
年
５
か
月
）

「
歴
史
は
勝
者
に
よ
っ
て

書
か
れ
る
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

悠

　

わ
た
し
は
、
し
ょ
う
ら
い

薬
剤
師
に
な
り
た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
か
が
く
や
理
科

が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
薬
剤

師
は
、
お
も
に
三
し
ゅ
る
い

の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
び
ょ
う
い
ん

に
い
る
人
、
二
つ
目
は
、
や

っ
き
ょ
く
に
い
る
人
、
三
つ

目
は
、
薬
を
作
る
人
で
す
。

わ
た
し
は
、
薬
を
作
る
人
に

な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は
、
薬
が

き
ら
い
な
の
で
、
わ
た
し
は
、

食
べ
や
す
い
薬
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

じ
つ
は
、
け
ん
き
ゅ
う
や

か
い
は
つ
を
す
る
時
は
、
ま

ず
動
物
に
そ
の
薬
を
の
ま
せ

て
こ
う
か
が
あ
る
か
ど
う
か

と
、
ふ
く
さ
よ
う
が
な
い
か

し
ら
べ
る
そ
う
で
す
。
わ
た

し
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
た
い

へ
ん
そ
う
だ
け
ど
、
楽
し
そ

う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
　
（
滞
米
１
年
）

♦  週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定 ♦  
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学校名、学年、保護者名を明記、写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお
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次審査を実施、最優秀作品、第１席、第２席、第３席、佳作２点を選出します。●最優秀作品には全日
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「
ム
ー
ミ
ン
谷
の
彗
星
」

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
澤　

す
み
れ

　

歴
史
は
勝
者
に
よ
っ
て
書

か
れ
る
、
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
言
葉
は
、

戦
争
や
権
力
争
い
な
ど
で
勝

っ
た
側
が
、
自
分
た
ち
に
都

合
の
良
い
よ
う
に
物
事
を
解

釈
、
も
し
く
は
記
録
し
て
、

そ
れ
が
後
世
に
事
実
と
し
て

定
着
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
一
概
に
そ
う
な

る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、

過
去
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
何
度
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

の
植
民
地
化
は
「
新
大
陸
の

発
見
」
や
「
野
蛮
な
先
住
民

の
文
明
化
」
と
い
う
言
葉
で

美
化
さ
れ
、
先
住
民
側
が
受

け
た
被
害
な
ど
は
あ
ま
り
認

識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
、

太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
学
び
、

歴
史
は
勝
者
に
よ
っ
て
書
か

れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ

と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
真
珠
湾
攻
撃
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
で
ホ

ノ
ル
ル
の
市
街
地
に
被
害
が

出
た
と
す
る
見
方
が
あ
り
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
側
は
日
本

の
仕
業
で
あ
る
と
報
道
し
ま

し
た
。
他
に
も
、
あ
く
ま
で

も
一
つ
の
説
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
が
真

珠
湾
攻
撃
を
行
う
こ
と
を
知

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
側

は
戦
争
に
参
加
す
る
口
実
を

作
る
た
め
に
そ
れ
を
黙
認
し
、

さ
ら
に
奇
襲
攻
撃
は
卑
劣
で

あ
る
と
強
く
非
難
し
て
、
国

民
の
愛
国
心
を
高
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の

説
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
ア
メ

リ
カ
側
が
日
本
の
暗
号
を
解

読
で
き
て
い
た
可
能
性
は
十

分
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ

ッ
カ
ラ
ム
の
メ
モ
な
ど
は
、

ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
先
制
攻

撃
す
る
よ
う
仕
向
け
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
う
見
方

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
こ
れ

は
奇
襲
攻
撃
で
あ
っ
た
と
強

く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
私
は
東
京
国
際

軍
事
裁
判
に
つ
い
て
調
べ
て
、

と
て
も
不
平
等
な
裁
判
で
あ

「薬剤師」
　　　　ニュージャージー補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　　　堤　悠芽

「彩ちゃんの水とう」
　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　若原　彩

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
、

本
来
中
立
的
な
立
場
の
は
ず

の
判
事
が
全
員
戦
勝
国
側
か

ら
選
ば
れ
た
こ
と
。
次
に
、

日
本
側
の
証
拠
の
多
く
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
に

対
し
、
戦
勝
国
側
の
不
確
実

な
証
拠
の
多
く
は
承
認
さ
れ

た
こ
と
。
最
後
に
、
日
本
側

の
戦
争
犯
罪
は
裁
か
れ
た
の

に
、
戦
勝
国
の
犯
し
た
戦
争

犯
罪
は
不
問
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
。
こ
の
3
つ
の
要
因
に

よ
り
、
東
京
裁
判
は
よ
く
「
勝

者
の
裁
き
」、
つ
ま
り
敗
者
の

行
為
を
勝
者
が
訴
追
す
る
不

平
等
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
日
本
に
投
下
さ

れ
た
原
子
爆
弾
は
、
戦
争
犯

罪
で
あ
る
と
日
本
政
府
も
主

張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ア

メ
リ
カ
側
は
と
く
に
何
も
判

決
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
最

近
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
中
に

も
原
爆
投
下
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
戦
争
犯
罪
で
は
な
い

と
い
う
主
張
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
太
平
洋
戦

争
で
は
、
多
く
の
記
録
が
戦

勝
国
側
に
よ
っ
て
都
合
が
良

い
よ
う
に
変
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
部
の

事
実
は
違
う
よ
う
に
解
釈
さ

れ
、
そ
れ
が
歴
史
と
な
っ
て

後
世
に
真
実
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

本
当
に
必
要
な
の
は
、
私
た

ち
が
歴
史
を
片
方
の
視
点
で

な
く
、
双
方
の
視
点
か
ら
見

て
正
し
い
情
報
を
判
断
す
る

こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
　

   　
（
滞
米
2
年
11
か
月
）

http://www.kodomony.org
http://www.newjerseyjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
中
心
部
に
位
置
す
る
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
は
、

劇
場
街(

シ
ア
タ
ー
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト)

や
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
に

も
近
く
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
、
カ
フ
ェ
が
立
ち
並
ぶ
活
気
あ

る
エ
リ
ア
だ
。
地
下
鉄
各
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
、
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
や
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
街
へ
も
徒
歩
圏

内
と
い
う
利
便
性
の
高
さ
か
ら
、
単
身
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

ま
で
幅
広
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
の
部
屋
は
、
オ
ー
ナ
ー
が
自
身
の
大
学
通
学
の
た
め
に
両

親
が
購
入
し
た
１
寝
室
で
、
大
学
卒
業
を
経
て
、
よ
り
広
い
住

ま
い
へ
の
住
み
替
え
を
す
る
こ
と
か
ら
売
却
に
至
っ
た
物
件
だ

と
い
う
。
2
バ
ス
ル
ー
ム
。
広
さ
は
７
８
７
平
方
フ
ィ
ー
ト
。

こ
の
ビ
ル
は
、
利
便
性
か
ら
こ
う
し
た
ご
家
族
に
よ
る
ご
購
入

だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
投
資
用
不
動
産
と
し
て
購
入
す
る

ケ
ー
ス
も
多
く
、
資
産
運
用
の
観
点
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　

こ
の
物
件
が
入
る
「The Link

」
は
２
０
０
５
年
築
、
42
階

建
２
１
５
戸
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
フ
ル
タ
イ

ム
ド
ア
マ
ン
や
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
常
駐
ス
ー
パ
ー
イ
ン
テ
ン

デ
ン
ト
に
加
え
、
ジ
ム
、
バ
イ
ク
ル
ー
ム
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ル
ー
ム
、

収
納
ロ
ッ
カ
ー
を
完
備
し
、
さ
ら
に
中
庭
や
デ
ッ
キ
、
ル
ー
フ

デ
ッ
キ
も
利
用
可
能
。
ペ
ッ
ト(
犬
・
猫)

も
相
談
可
能
で
、
快

適
な
都
会
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
設
備
が
揃
っ
て
い
る
。

　

18
階
に
位
置
す
る
こ
の
部
屋
は
、
東
・
南
・
北
の
三
方
向
に

窓
を
持
つ
コ
ー
ナ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
。
床
か
ら
天
井
ま
で
の
大
き
な

窓
か
ら
は
街
並
み
と
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ビ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
。
ホ

ワ
イ
ト
オ
ー
ク
の
ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド
フ
ロ
ア
に
最
近
リ
ペ
イ
ン
ト

さ
れ
た
室
内
、
セ
ン
ト
ラ
ル
エ
ア
コ
ン
、
食
洗
機
、
室
内
洗
濯

乾
燥
機
も
備
わ
り
、
快
適
な
住
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
販
売
価

格
は
１
２
９
万
４
０
０
０
ド
ル
。
共
益
費
は
月
額
１
０
７
３
ド

ル
。
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
２
１
２
・
３
９
１
・
５
５
４
７
、
Ｅ

メ
ー
ル　

ny@able-global.com

　

松
﨑
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
不
動
産
）

ヘルズキッチンの快適なワンベッドルーム

　

箏
演
奏
家
の
石
榑
雅
代
が
９

月
後
半
と
10
月
上
旬
に
演
奏
会

を
行
う
。
９
月
26
日
（
土
）
午

後
６
時
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ノ
ー

ス
・
セ
ー
ラ
ム
に
あ
る
ハ
モ
ン

ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
日
本
散

策
庭
園
で
開
催
さ
れ
る
第
60
回

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
す

る
。
演
奏
時
間
帯
は
午
後
８
時

か
ら
９
時
。
石
榑
雅
代
と
Ｍ
Ｉ

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
琴
三
味
線
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ
る
演
奏
。
琴
の
伴
奏

で
、
月
を
見
な
が
ら
『Moon 

river
』
を
歌
う
。
参
加
費
は

１
人
25
ド
ル
。
12
歳
以
下
は
15

ド
ル
。
要
予
約
。
住
所
は
（28 

Deveau Road,P.o.Box 326 
North Salam, NY 10560

）。

問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
６
６
９
・
５
０
３
３
。

　

源
吉
兆
庵
五
番
街
店
で
も

　

10
月
３
日
午
後
２
時
演
奏

　

ま
た
、
10
月
３
日
（
土
）
午

後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
源
吉
兆

庵
五
番
街
店
（
五
番
街
６
０
４

番
地
）
で
秋
の
琴
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
。
予
約
不
要
。
石

榑
さ
ん
は
「
美
し
い
琴
の
音
色

を
聴
き
な
が
ら
、
日
本
の
四
季

を
彩
る
和
菓
子
と
と
も
に
、
ひ

と
と
き
の
日
本
文
化
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
琴
の
演
奏
は
ど

な
た
で
も
無
料
で
ご
鑑
賞
い
た

だ
け
ま
す
。
お
買
い
物
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」

と
来
店
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

石
榑
雅
代
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

ハ
モ
ン
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
26
日

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
琴
三
味
線
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ウ
サ
ギ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
で
23

日
（
水
）
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
、
一
日
限
定
の
「
ハ
ー
メ
ン

ト
『TOFU CUBE

』
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
」
を
開
催
す
る
。
長
野

県
の
伝
統
食
品
・
高
野
豆
腐
を

主
原
料
に
、
カ
リ
カ
リ
の
食
感

に
仕
上
げ
た
新
感
覚
の
プ
ラ
ン

ト
プ
ロ
テ
イ
ン
食
品
「TOFU 

CUBE™

」
を
紹
介
。
甘
酒
や

味
噌
な
ど
発
酵
食
品
も
取
り
入

れ
、
ビ
ー
ガ
ン
、
精
製
糖
不
使

用
な
ど
素
材
に
も
こ
だ
わ
る
。

高
野
豆
腐
を
使
っ
た
新
感
覚
の

食
品
で
、
手
軽
に
た
ん
ぱ
く
質

を
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
も
特

徴
。
サ
ク
サ
ク
し
た
食
感
を
生

か
し
、
ス
ナ
ッ
ク
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
サ
ラ
ダ
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
普
段
の
食
事
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
る
。
当
日
は
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
3
時
に
サ
ン
プ

ル
提
供
や
限
定
コ
ラ
ボ
フ
ー
ド

の
販
売
も
行
う
。
会
場
は163 

Plymouth St., Brooklyn

。

高
野
豆
腐
を
主
原
料
の

プ
ロ
テ
イ
ン
食
品
紹
介

ウ
サ
ギ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:ny@able-global.com
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 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（57）

　

抑
圧
さ
れ
た
怒
り
と
麻
痺
し

て
し
ま
っ
た
感
情
を
ど
う
に
か

し
た
い
、
と
Ｏ
さ
ん
が
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

　

ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
状
況
に

遭
遇
す
る
と
「
ぎ
ゅ
っ
と
結
ん

だ
黒
い
蛇
」
が
心
の
中
に
現
れ

る
そ
う
で
す
。「
蛇
」
の
存
在

を
自
覚
し
て
い
る
た
め
、
友
人

関
係
や
職
場
で
は
な
る
べ
く
反

応
し
な
い
よ
う
に
気
遣
う
Ｏ
さ

ん
。
そ
の
反
動
か
、
パ
ー
ト
ナ

ー
に
対
し
て
は
過
剰
反
応
し
、

大
爆
発
し
て
し
ま
う
と
の
こ

と
。

　

ご
両
親
は
と
も
に
薬
物
依
存

を
抱
え
、
怒
り
の
制
御
が
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
子
供
の

頃
、
父
や
母
の
怒
り
を
何
度
も

目
撃
し
た
Ｏ
さ
ん
は
自
身
の
感

情
を
監
視
し
、
押
し
殺
す
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ

の
作
業
に
費
や
す
膨
大
な
気
力

が
内
に
向
か
う
せ
い
か
塞
ぎ
込

む
こ
と
も
多
々
。
ま
た
、
い
つ

し
か
感
情
を
「
黒
い
蛇
」
と
し

か
表
現
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

最
近
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
と
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

中
に
は
思
い
出
せ
な
い
と
の
こ

と
。
そ
こ
で
、
日
々
の
出
来
事

を
日
誌
に
つ
け
る
提
案
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
緊
張
感
を
和
ら

げ
る
た
め
に
毎
時
、
一
分
間
の

深
呼
吸
を
お
勧
め
し
ま
し
た
。

　

人
間
は
感
情
の
生
き
物
で

す
。
け
れ
ど
、
抑
圧
さ
れ
た
感

情
は
小
さ
な
き
っ
か
け
で
怒
り

と
し
て
爆
発
し
、
大
切
な
関
係

を
壊
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま

す
。
Ｏ
さ
ん
の「
蛇
の
結
び
目
」

が
解
け
、
心
に
平
和
が
訪
れ
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

怒
り

325

 　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
仲
間
と
視

察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
話
題
の
無
人
タ
ク
シ
ー

「Waymo

」
を
体
験
し
て
き
ま

し
た
。

　

体
験
す
る
前
に
い
き
な
り
町

で
運
転
手
さ
ん
が
居
な
く
て
走

っ
て
い
る
自
動
車
を
見
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。「
あ
れ
が
、

噂
の
…
」
と
、
み
ん
な
で
目
を

合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。（
笑
）

　

誰
で
も
乗
れ
る
わ
け
で
は
な

く
専
用
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
登
録
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
今
回
は
、
現
地

に
住
ん
で
い
て
す
で
に
登
録
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
呼
ん
で
も

ら
っ
て
の
体
験
で
し
た
。
そ
れ

で
も
み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し

た
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
も
行
き
先

な
ど
は
限
ら
れ
て
い
て
、
空
港

ま
で
は
行
っ
て
く
れ
な
い
と

か
、
高
速
は
走
れ
な
い
な
ど
い

ろ
い
ろ
規
制
が
あ
る
み
た
い
で

す
が
「
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
ん
だ
」
と
時
代
の
進
化
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
か
な
り

の
数
が
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、

東
京
で
も
都
内
の
７
つ
の
区
で

試
運
転
が
始
ま
っ
て
い
る
み
た

い
で
す
。
近
い
未
来
に
は
た
く

さ
ん
の
無
人
タ
ク
シ
ー
が
走
る

よ
う
に
な
る
予
感
。

　

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
乗
車
し

た
け
れ
ど
、
意
外
と
快
適
で
し

た
。
し
か
も
安
全
運
転
。
人
間

が
運
転
す
る
よ
り
も
安
心
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
立
ち
寄
り

な
ど
の
融
通
は
き
か
な
い
み
た

い
で
す
。

　

50
年
ほ
ど
前
に
、
Ｓ
Ｆ
作
家

の
星
新
一
さ
ん
の
シ
ョ
ー
ト
・

シ
ョ
ー
ト
で
無
人
の
車
に
乗
る

話
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
さ
に

未
来
を
予
言
し
て
い
た
感
じ
が

し
ま
す
。

　

調
べ
て
み
る
と
ア
メ
リ
カ
で

も
い
ろ
ん
な
地
域
で
無
人
タ
ク

シ
ー
が
走
っ
て
い
る
み
た
い
で

す
ね
。
ま
さ
に
時
代
の
変
革
期

に
わ
た
し
た
ち
は
い
る
の
だ
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

無
人
運
転
を

経
験
し
て

き
ま
し
た

　

こ
ん
に
ち
は
。
夏
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
た
か
？
熱
中
症

対
策
と
し
て
冷
房
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
一
方
で
、「
身

体
が
冷
え
る
」「
肩
や
首
が
こ

わ
ば
る
」「
足
先
が
冷
た
い
」

と
感
じ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
屋
外
の
暑
さ
と
室
内
の

冷
房
と
の
温
度
差
が
大
き
い
夏

は
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
身
体

へ
負
担
が
か
か
る
季
節
で
す
。

　

私
の
サ
ロ
ン
で
も
、
夏
の
時

期
は
「
身
体
が
重
だ
る
い
」「
冷

房
で
冷
え
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
お
声
を
よ
く
伺
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
水
素
吸
入
を
初
め

て
体
験
さ
れ
た
お
客
様
か
ら

は
、「
身
体
が
ポ
カ
ポ
カ
し
た
」

「
手
足
が
温
か
く
な
っ
た
」「
血

行
が
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
素
吸
入
を
ご
体
験

い
た
だ
く
前
後
で
、
毛
細
血
管

の
血
流
の
様
子
を
観
察
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ご

自
身
の
目
で
前
後
の
様
子
を
ご

覧
に
な
る
こ
と
で
、
水
素
に
つ

い
て
さ
ら
に
知
り
た
い
と
興
味

も
最
新
の
研
究
や
知
見
を
学
び

な
が
ら
、
皆
様
へ
誠
実
で
分
か

り
や
す
い
情
報
を
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

暑
い
日
に
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
は
、
適
切
な
水
分
補
給
や

十
分
な
睡
眠
、
身
体
を
冷
や
し

過
ぎ
な
い
工
夫
も
大
切
で
す
。

　

水
素
吸
入
や
水
素
風
呂
、
水

素
水
な
ど
、
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
体
験
や
ご
自
宅
へ
の
導
入

に
つ
い
て
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
、

水
素
が
皆
様
の
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
、
穏
や
か
に
寄
り
添
う

存
在
の
一
つ
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY
」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
60
）
冷
房
に
よ
る
冷
え
と

夏
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
づ
く
り

を
持
た
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
お
客
様
個
人
の
ご
感
想
や

体
験
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
水
素

吸
入
を
日
々
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
管
理
の
一
つ
と
し
て
続
け
ら

れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　

現
在
、
水
素
に
つ
い
て
は
、

酸
化
ス
ト
レ
ス
や
炎
症
と
の
関

係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身

も
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
学
び
を
続
け
、

こ
の
た
び
ア
メ
リ
カ
の
水
素
専

門
機
関
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

　

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
に
残
る
歴
史

的
建
造
物
で
９
月
25
日
か
ら
、

国
際
合
同
美
術
展
「Bridging 

the Connection

」
が
開
催
さ

れ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
系
ア

メ
リ
カ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｆ
）
の

主
催
で
、
佐
藤
恭
子
氏
ら
が

共
同
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め

る
。
滞
在
制
作
と
個
展
を
行
う

Nobuko

、
作
品
を
出
展
す
る

Shinobu

の
日
本
人
作
家
２
人

が
多
国
籍
な
参
加
陣
に
名
を
連

ね
、
作
品
を
展
示
す
る
。

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
で

ア
ー
ト
展
を
開
催

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
https://qrco.de/bekbQo
mailto:Mfurusho@theagencyonerock.com
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こ
ん
に
ち
は
！
ル
ー
ト
66
フ

ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
仕

事
の
出
張
で
、
ル
ー
ト
66
の
出

発
点
で
も
あ
る
シ
カ
ゴ
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
シ
カ
ゴ
に
行

く
と
決
ま
っ
た
時
点
で
、
頭
の

片
隅
で
は
「
少
し
ぐ
ら
い
は
ル

ー
ト
66
の
空
気
を
吸
え
る
の
で

は
」
と
期
待
し
て
い
た
の
で
す

が
、
現
実
は
な
か
な
か
厳
し
い

も
の
。
車
を
借
り
て
出
る
ほ
ど

の
時
間
的
余
裕
は
な
く
、
気
が

つ
け
ば
見
慣
れ
た
は
ず
の
ス
タ

ー
ト
地
点
さ
え
、
遠
く
感
じ
る

よ
う
な
滞
在
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
（
笑
）

　

ル
ー
ト
66
愛
好
家
と
し
て

は
、
出
発
点
の
町
に
い
な
が
ら

道
に
出
ら
れ
な
い
と
い
う
の

は
、
な
か
な
か
悔
し
い
も
の

で
す
。
し
か
も
今
年
は
生
誕

１
０
０
周
年
。
沿
線
で
は
各
地

で
記
念
企
画
や
保
存
活
動
が
進

み
、
ニ
ュ
ー
ス
も
次
々
に
届
い

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
シ
カ
ゴ

の
街
中
で
仕
事
に
追
わ
れ
な
が

ら
、
少
々
複
雑
な
気
持
ち
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、

母
な
る
道
の
動
き
は
し
っ
か
り

追
い
か
け
て
い
ま
す
。
今
月
も

沿
線
各
地
か
ら
届
い
た
話
題
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
今
月
も
、

ル
ー
ト
66
で
起
き
て
い
る
最
新

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
お
届
け
す
る
シ

ー
ズ
ン
⑦
、
早
速
始
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

▪Rabbitt Ranch 

第
２
章

　

イ
リ
ノ
イ
州
ス
タ
ン
ト
ン

の
名
物
ス
ポ
ッ
ト
「Henry’s 

Rabbit Ranch

」
が
、
こ
の
秋

に
も
再
オ
ー
プ
ン
す
る
見
通
し

と
な
り
ま
し
た
。
長
年
オ
ー
ナ

ー
を
務
め
た
リ
ッ
チ
・
ヘ
ン
リ

ー
氏
が
２
０
２
４
年
に
急
逝
し

て
以
来
、
そ
の
行
方
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
出
身

の
メ
リ
ッ
サ
さ
ん
が
ご
家
族
ら

と
取
得
し
、
で
き
る
限
り
こ
の

場
所
ら
し
さ
を
残
し
な
が
ら
再

生
を
進
め
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ

サ
さ
ん
は
、Rabbit Ranch

が

取
り
壊
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
噂
を
耳
に
し
、「
そ
れ
だ

け
は
見
過
ご
せ
な
か
っ
た
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ギ
フ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
再
設
計
、
地
元

産
の
ル
ー
ト
66
グ
ッ
ズ
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
の
整
備
な
ど
も

予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

一
部
のVolkswagen Rabbit

やCampbell 

66 Express

の

ト
レ
ー
ラ
ー
は
整
理
さ
れ
ま
す

が
、（
こ
こ
は
残
念
！
）
象
徴

的
な
要
素
は
残
さ
れ
る
よ
う
で

す
。

　

筆
者
に
と
っ
て
リ
ッ
チ
さ
ん

は
、
ル
ー
ト
66
で
出
会
っ
た
大

切
な
友
人
の
一
人
で
し
た
。
あ

の
場
所
が
彼
の
記
憶
と
と
も
に

失
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
元

の
手
で
次
の
章
へ
進
も
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
、
少
し
救
わ
れ

る
思
い
が
し
ま
す
。
ま
さ
に「
物

語
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。 

▪Tucumcari

に
戻
っ
た
ネ
オ

ン
の
灯

　

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ト
ゥ
ク

ム
キ
ャ
リ
の
歴
史
あ
る
映
画
館

「Odeon Theatre
」
の
ネ
オ
ン

サ
イ
ン
が
、
修
復
を
終
え
て
再

び
町
を
照
ら
し
始
め
ま
し
た
。

約
90
年
に
わ
た
り
地
元
の
映
画

フ
ァ
ン
や
ル
ー
ト
66
旅
行
者
を

迎
え
て
き
た
こ
の
劇
場
に
と
っ

て
、
ネ
オ
ン
の
復
活
は
大
き
な

節
目
で
す
。
今
回
の
修
復
は
、

全
米
歴
史
保
護
財
団
の
助
成
を

受
け
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
・
ル

ー
ト
66
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
ジ

ョ
ニ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
氏
ら
の
協

力
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

単
に
壊
れ
た
サ
イ
ン
を
直
す
だ

け
で
な
く
、
電
気
系
統
の
確
認
、

ネ
オ
ン
管
の
型
作
り
、
高
電
圧

部
品
の
配
線
、
新
し
い
ガ
ラ
ス

管
の
取
り
付
け
な
ど
、
歴
史
的

ネ
オ
ン
を
修
復
す
る
技
術
を
学

び
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
点
も
重

要
で
す
。

　

ル
ー
ト
66
の
魅
力
は
、
夜
の

町
に
浮
か
び
上
が
る
ネ
オ
ン
に

も
あ
り
ま
す
。Odeon Theatre

の
灯
が
戻
っ
た
こ
と
は
、
ト
ゥ

ク
ム
キ
ャ
リ
の
景
観
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

技
術
を
次
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。

 

▪
最
後
のKu-Ku Burger

、
歴

史
登
録
へ

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
マ
イ
ア
ミ

の
ル
ー
ト
66
沿
い
に
あ
る

「W
aylan’s Ku-Ku Burger

」

が
、
国
家
歴
史
登
録
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
代

半
ば
、
中
西
部
を
中
心
に
約

２
０
０
店
舗
を
展
開
し
て
い
た

Ku-Ku Burger

チ
ェ
ー
ン
の
中

で
、
現
在
ま
で
残
る
最
後
の
店

舗
で
す
。
こ
の
店
の
魅
力
は
、

単
に
古
い
建
物
が
残
っ
て
い
る

こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

50
年
以
上
前
に
こ
の
店
を
購
入

し
た
ジ
ー
ン
・
ウ
ェ
イ
ラ
ン
氏

が
、
今
も
店
に
立
ち
続
け
て

い
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

１
９
７
３
年
に
マ
イ
ア
ミ
へ
や

っ
て
来
た
当
時
、
店
は
決
し
て

良
い
状
態
で
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、
ウ
ェ
イ
ラ
ン
氏
は
地

元
に
根
を
下
ろ
し
、
ひ
た
す
ら

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
作
り
続
け
て

き
ま
し
た
。
ル
ー
ト
66
に
は
、

有
名
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
こ

う
し
た
一
軒
の
店
と
一
人
の
店

主
が
町
の
記
憶
を
支
え
て
き
た

場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
最

後
のKu-Ku Burger

が
歴
史
的

価
値
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

沿
線
文
化
の
多
様
さ
を
示
す
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
筆
者
が

最
後
に
訪
れ
た
３
年
前
は
、
わ

ず
か
15
分
の
差
で
営
業
終
了
！

の
憂
き
目
に
会
い
ま
し
た
。
涙

 

▪
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
の「
歌
う
道
」

　

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
サ
ン

タ
・
ロ
ー
ザ
に
、
新
し
い

Musical Road

が
完
成
し
ま
し

た
。
道
路
脇
に
刻
ま
れ
た
ラ

ン
ブ
ル
ス
ト
リ
ッ
プ
の
上
を

一
定
の
速
度
で
走
る
と
、「My 

Country ’Tis of Thee

」

の

メ
ロ
デ
ィ
が
聞
こ
え
る
仕
組

み
で
す
。
当
初
は
町
の
西
側

に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
舗
装
が
古
く
、
施
工
中

に
路
面
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
最
終
的
に
は
町
の
東

側
へ
場
所
を
変
更
。
現
在
は

Historic Route 

66
の
西
向
き

車
線
側
、Hampton Inn

付
近

か
らBozo’s Garage

を
少
し

過
ぎ
た
あ
た
り
ま
で
の
区
間
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
費

は
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
観
光
局

の
６
万
ド
ル
の
助
成
金
で
ま
か

な
わ
れ
ま
し
た
。
ル
ー
ト
66
上

のMusical Road

は
、
同
じ
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
テ
ィ
へ
ラ

ス
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
に

も
あ
り
ま
す
。
車
で
走
る
だ
け

で
道
が
歌
う
。
少
し
遊
び
心
の

あ
る
、
ル
ー
ト
66
ら
し
い
新
名

所
と
言
え
そ
う
で
す
。 

▪
こ
れ
ぞ
１
０
０
周
年
効
果
!?

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ク
リ
ン
ト
ン

の
オ
ク
ラ
ホ
マ
・
ル
ー
ト
66
博

物
館
が
、
開
館
以
来
最
高
の
売

上
日
を
記
録
し
ま
し
た
。
去
る

６
月
30
日
の
来
館
者
数
は
有
料

入
館
だ
け
で
６
７
１
人
。
ギ

フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
ル
ー
ト
66
パ

ス
ポ
ー
ト
の
ス
タ
ン
プ
目
的
で

立
ち
寄
っ
た
人
を
含
め
る
と
、

７
５
０
人
を
超
え
た
可
能
性
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
通
常
の

平
均
来
館
者
数
が
約
１
２
５
人

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

れ
は
か
な
り
大
き
な
数
字
で

す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
６
年
前

半
の
来
館
者
数
は
前
年
同
期
比

で
３
０
０
％
増
と
な
っ
て
お

り
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
ル

ー
ト
66
へ
の
関
心
の
高
ま
り

が
、
実
際
の
数
字
に
も
表
れ
て

い
ま
す
。
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

１
９
９
５
年
に
開
館
し
た
、
ル

ー
ト
66
専
門
の
博
物
館
と
し
て

は
最
も
古
い
施
設
。
２
０
２
２

年
に
は
展
示
改
善
の
た
め
の
資

金
も
得
て
お
り
、
１
０
０
周
年

を
機
に
さ
ら
に
存
在
感
を
増
し

て
い
ま
す
。

 　
今
月
も
、
ル
ー
ト
66
沿
線
か

ら
届
い
た
い
く
つ
か
の
話
題
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
次
号
か
ら

は
少
し
趣
向
を
変
え
、
こ
の
連

載
の
締
め
く
く
り
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
最
も
多
く
ご
相
談
を

い
た
だ
い
て
き
た
「
２
週
間
で

ル
ー
ト
66
を
旅
す
る
な
ら
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
、
3
回
に
分
け

て
な
ぞ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
シ
カ
ゴ
か
ら
サ
ン
タ
モ
ニ

カ
ま
で
、
限
ら
れ
た
日
数
で
ど

う
走
る
の
か
。
初
め
て
の
方
に

も
、
も
う
一
度
走
り
た
い
方
に

も
、
旅
の
輪
郭
が
見
え
る
内
容

に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

そ

れ
で
は
ま
た
、
来
月
お
目
に
か

か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
34
：
ネ
オ
ン
灯
復
活
や
Ｎ
Ｍ
州
の
「
歌
う
道
」
な
ど

　
東
京
都
美
術
館
開
館
１
０
０

周
年
と
し
て
開
催
中
の
特
別
展

「
大
英
博
物
館
日
本
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン　
百
花
繚
乱
〜
海
を

越
え
た
江
戸
絵
画
」
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。
大
英
博
物
館
の

世
界
屈
指
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
え
り
す
ぐ
り
の
江
戸
絵

画
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
実
に

見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
は
一
点
に
絞
っ
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
同
展
で
は
、
青
森
・
ロ
ン
ド

ン
・
シ
ア
ト
ル
に
分
か
れ
た
襖

絵
が
、
海
を
越
え
て
約
１
５
０

年
ぶ
り
に
奇
跡
の
再
会
を
し
、

一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
大
英
博
物
館
が
所
蔵
す
る
狩

野
宗
眼
重
信
「
秋
冬
花
鳥
図

襖
」
は
、
日
本
美
術
の
典
型

的
な
画
題
で
、
理
想
的
か
つ

調
和
の
取
れ
た
世
界
と
い
う
象

徴
的
な
意
味
を
持
つ
「
四
季
花

鳥
図
」
の
一
部
で
、
秋
か
ら
冬

の
風
景
を
描
い
て
い
ま
す
。
本

襖
は
１
９
３
７
年
か
ら
大
英
博

物
館
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、

１
９
３
０
年
代
に
襖
の
表
裏
が

分
離
さ
れ
、
反
対
面
に
描
か
れ

て
い
た
「
琴
棋
書
画
仙
人
図
」

は
１
９
５
１
年
か
ら
シ
ア
ト
ル

美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
の
来
日
作
品

と
一
緒
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の

が
、
青
森
県
中
泊
町
の
旧
家
・

宮
越
家
に
伝
わ
る
「
春
景
花
鳥

図
襖
」
で
す
。 

宮
越
家
の
庭

の
奥
に
は
、離
れ
「
詩
夢
庵
（
し

む
あ
ん
）」
が
あ
り
、
通
常
は

非
公
開
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮

越
家
は
代
々
、
金
木
組
代
官
手

代
や
尾
別
村
庄
屋
を
務
め
て
い

た
そ
う
で
、
地
域
を
代
表
す
る

豪
農
で
、
明
治
維
新
後
も
近
代

地
主
へ
と
成
長
し
、
入
手
し
た

文
化
人
の
作
品
や
揮
毫
を
保
管

す
る
た
め
、
１
９
２
０
年
に
詩

夢
庵
が
建
設
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
詩
夢
庵
に
は
、
3
か

所
の
窓
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

施
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、

大
正
か
ら
昭
和
初
め
に
活
躍
し

た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
・
小

川
三
知
が
手
が
け
た
そ
う
で

す
。
国
立
科
学
博
物
館
日
本
館

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
、
小
川

三
知
に
よ
る
も
の
で
、
奇
妙
な

縁
を
感
じ
ま
す
。
詩
夢
庵
の
庭

園「
静
川
園（
せ
い
せ
ん
え
ん
）」

は
、
今
年
2
月
に
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

詩
夢
庵

と
数
々
の
名
品
は
、
長
い
間
、

家
族
や
一
部
の
人
の
み
に
し
か

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
庭
園

「
静
川
園
」
を
き
っ
か
け
に
ご

く
最
近
に
な
っ
て
少
し
ず
つ
一

般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
私
も
い
ず
れ
見
学
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
２
４
年
、
専
門

家
の
調
査
に
よ
り
、
大
英
博
物

館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
秋
冬
花

鳥
図
襖
」
と
、
詩
夢
庵
に
伝
わ

る
「
春
景
花
鳥
図
襖
」
と
が
、

一
連
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
両
作

は
、
い
ず
れ
も
も
と
も
と
は
、

幕
末
ま
で
神
仏
習
合
の
寺
院
だ

っ
た
談
山
神
社
（
奈
良
県
桜
井

市
）
に
あ
り
、
明
治
維
新
後
の

神
仏
分
離
の
流
れ
の
中
で
散

逸
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
宮
越
家
で
は
、

１
９
２
２
年
に
詩
夢
庵
に
し
つ

ら
え
る
た
め
に
東
京
で
計
18
面

の
襖
を
購
入
し
て
お
り
、
そ
の

一
つ
が
「
春
景
花
鳥
図
襖
」
だ

っ
た
の
で
す
。
今
回
、
離
れ
ば

な
れ
に
な
っ
て
い
た
こ
れ
ら
の

襖
絵
が
、
本
展
で
一
堂
に
展
示

さ
れ
、
修
理
が
施
さ
れ
た
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
奇

跡
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
同
展
で
は
、
三
笠
宮
家
の
彬

子
女
王
殿
下
が
英
国
留
学
中
の

２
０
０
７
年
に
、
大
英
博
物
館

日
本
セ
ク
シ
ョ
ン
で
学
芸
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
調
査
を
す
る

中
で
発
見
し
た
「
法
隆
寺
金
堂

壁
画
」
の
模
写
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。　

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

1
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映
画
『
国
宝
』
を
き
っ
か
け

に
、
歌
舞
伎
に
興
味
を
持
ち
始

め
る
人
が
、
周
り
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
っ
さ
ら
な
頭
で
歌
舞
伎
座
に

通
う
の
も
よ
し
、
江
戸
文
化
を

堪
能
す
る
の
も
よ
し
、
文
学
的

な
探
求
を
深
め
る
の
も
よ
し
。

で
も
贔
屓
の
役
者
が
見
つ
か
っ

た
の
な
ら
、
ち
ょ
こ
っ
と
知
っ

て
い
て
も
い
い
か
も
の
、
歌
舞

伎
役
者
大
全
。
歌
舞
伎
の
始
祖

は
、安
土
桃
山
時
代
の
終
わ
り
、

京
都
の
北
野
天
満
宮
な
ど
で
、

男
装
し
て
「
か
ぶ
き
踊
り
」
を

演
じ
、
大
評
判
を
得
た
出
雲
の

於
く
に
と
い
わ
れ
る
。
か
ぶ
き

踊
り
か
ら
物
語
を
演
じ
る
よ
う

に
な
り
、
か
ぶ
き
が
歌
舞
伎
と

な
り
、
庶
民
が
好
き
な
も
の
を

好
き
と
自
己
主
張
す
る
庶
民
文

化
が
大
き
く
花
開
い
た
元
禄
時

代
、
丁
度
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入

り
が
あ
っ
た
頃
、上
方
（
京
都
・

大
坂
）
で
は
初
代
坂
田
藤
十
郎

が
身
近
で
情
緒
的
な
「
和
事
」

を
完
成
さ
せ
て
い
た
。
人
形
浄

瑠
璃
の
戯
作
者
近
松
門
左
衛
門

の
「
曽
根
崎
心
中
」
も
そ
の
頃
。

因
み
に
、
大
阪
で
絶
大
な
人
気

を
誇
っ
た
四
代
目
坂
田
藤
十
郎

の
妻
は
扇
千
景
さ
ん
、
妹
は
中

村
玉
緒
さ
ん
。
坂
田
藤
十
郎
の

名
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
。

　

一
方
、
江
戸
で
一
人
の
歌
舞

伎
役
者
が
人
気
を
博
し
た
。
そ

れ
が
市
川
團
十
郎
。
初
代
市
川

團
十
郎
が
始
め
た
人
間
離
れ
し

た
豪
傑
や
正
義
の
勇
者
が
悪
者

を
懲
ら
し
め
る
、
誇
張
さ
れ
た

力
強
い
演
技
様
式
の
「
荒
事
」

や
、
顔
に
は
隈
取
の
化
粧
、
演

技
を
印
象
づ
け
る
大
げ
さ
な
み

え
の
ポ
ー
ズ
な
ど
で
大
評
判
を

得
て
い
た
。
現
在
の
團
十
郎
は

十
三
代
目
を
数
え
る
。

　

歌
舞
伎
役
者
の
世
界
は
と
て

も
狭
く
、
現
在
は
お
お
よ
そ
40

家
か
ら
の
役
者
が
舞
台
を
回

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
は
家
元

の
脇
を
固
め
る
多
く
の
弟
子
た

ち
が
い
て
、
家
を
大
き
く
厚
く

し
、
役
者
同
士
の
芸
が
競
わ
れ

た
。江
戸
時
代
終
わ
り
ま
で
は
、

歌
舞
伎
は
庶
民
の
も
の
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、明
治
維
新
以
降
、

西
欧
諸
国
の
上
流
社
会
が
嗜
む

オ
ペ
ラ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
相
当

す
る
も
の
は
何
ぞ
や
と
見
渡
し

た
と
こ
ろ
、
ド
ン
ピ
シ
ャ
歌
舞

伎
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
、
急

に
格
が
上
が
っ
た
。

　

そ
う
な
る
と
つ
ま
ら
な
く
な

る
の
は
世
の
常
で
、
時
代
を
捉

え
た
戯
作
や
下
世
話
な
も
の

や
、
き
わ
ど
さ
は
隠
れ
て
い
っ

た
よ
う
だ
。
し
か
し
近
頃
で
は

舞
台
の
上
だ
け
で
な
く
映
画
や

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
へ
の
出
演
が
増

え
、
喜
劇
や
ナ
ン
セ
ン
ス
な
役

回
り
、
大
げ
さ
な
演
技
が
逆
に

新
し
く
、
悲
劇
の
源
氏
の
嫡
男

を
演
ず
る
ご
嫡
流
だ
け
で
な

く
、
鎧
兜
に
身
を
包
み
、
馬
に

跨
り
矢
を
受
け
討
ち
死
に
し
、

主
人
公
の
銀
行
員
を
い
た
ぶ
る

悪
役
上
司
を
嫌
味
た
っ
ぷ
り
に

演
じ
る
、
弟
子
や
脇
の
家
の
役

者
た
ち
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ

た
の
は
、
ご
承
知
の
通
り
。

　

本
書
を
読
ん
で
か
ら
映
画

『
国
宝
』
を
観
る
と
、
ま
す
ま

す
面
白
い
。
歌
舞
伎
役
者
の
家

の
歴
史
と
相
関
図
が
見
事
に
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

権
勢
を
競
う
あ
う
う
ち
に
出
来

上
が
っ
た
ラ
イ
バ
ル
関
係
と
格

式
の
鍔
迫
り
合
い
。
ど
ん
な
に

大
き
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
あ
ろ

う
と
、ゆ
る
が
な
い
家
の
格
式
。

そ
れ
で
こ
そ
庶
民
の
文
化
と
ま

た
人
気
を
煽
る
。
家
を
継
ぐ
た

め
に
大
事
な
の
は
、
血
を
支
え

る
た
め
の
芸
か
、
芸
を
裏
付
け

る
血
か
。
血
か
芸
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

日
々
重
ね
ら
れ
て
き
た
厳
し
い

稽
古
と
鍛
錬
。
ゆ
る
ぎ
な
い
格

式
。そ
の
美
意
識
。観
客
は
綿
々

と
引
き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
に

憧
れ
る
の
と
同
時
に
、
我
々
庶

民
の
身
近
に
あ
る
芸
能
と
と
し

て
、
大
き
く
拓
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
期
待
を
寄
せ
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）
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中川右介・著
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日
常
を
や
さ
し
く
包
み
込
む
エ
ッ
セ
イ
。
あ
る
一
家
の
再
生
を
綴
る
家
族
小
説
。
人
気

ア
イ
ド
ル
と
の
交
流
を
描
い
た
青
春
物
語
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
び
こ
る
「
界
隈
」
の
正
体
と
は
。

旅
の
記
憶
が
名
画
を
生
む
。
現
役
医
師
が
描
く
高
齢
者
医
療
の
リ
ア
ル
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

畑
の
真
ん
中
に
立
つ
か
か
し

（Scarecrow

）
は
、
畑
の
作

物
に
近
づ
く
鳥
や
動
物
た
ち
を

追
い
払
う
、
孤
独
な
存
在
で
し

た
。
し
か
し
あ
る
秋
の
日
、
空

か
ら
一
羽
の
小
さ
な
ヒ
ナ
鳥
が

彼
の
足
元
に
落
ち
て
き
ま
す
。

お
ど
ろ
い
た
か
か
し
は
そ
っ
と

ヒ
ナ
鳥
を
拾
い
上
げ
、
自
分
の

胸
の
わ
ら
の
中
に
大
切
に
隠
し

て
守
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ふ

た
り
は
特
別
な
時
間
を
過
ご
し

ま
す
が
、
や
が
て
春
が
訪
れ
、

大
き
く
な
っ
た
鳥
は
南
の
空
へ

と
旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。
再
び

孤
独
に
戻
っ
た
か
か
し
。
し
か

し
次
の
秋
、
成
長
し
た
鳥
が
か

か
し
の
も
と
へ
帰
っ
て
く
る
の

で
し
た
。

　

本
書
は
「
見
た
目
が
怖
く
て

も
、
心
の
中
に
は
優
し
い
愛
が

あ
る
こ
と
」
そ
し
て
「
一
度
結

ば
れ
た
強
い
絆
は
、
離
れ
て
い

て
も
決
し
て
消
え
な
い
こ
と
」

を
教
え
て
く
れ
る
、
少
し
大
人

向
け
の
深
み
の
あ
る
ス
ト
ー
リ

ー
。
カ
ボ
チ
ャ
や
枯
れ
葉
が
舞

う
、
秋
の
ど
こ
か
寂
し
げ
で
美

し
い
風
景
か
ら
、
命
の
温
か
さ

が
じ
ん
わ
り
と
伝
わ
る
、
秋
の

夜
長
に
じ
っ
く
り
読
む
の
に
ぴ

っ
た
り
の
本
。　
　
　
（
高
田
）

か
か
し
と
ヒ
ナ
鳥
の
絆
の
物
語
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